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春
の
暖
か
さ
が
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
今
日
こ
の
頃
、
4
月
6

日
に
第
四
保
育
所
・
し
お
か
ぜ
保

育
所
の
入
所
式
、
4
月
8
日
に
女

川
中
学
校
、
4
月
9
日
に
女
川
小

学
校
の
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
学

校
生
活
に
胸
を
躍
ら
せ
な
が
ら

も
入
学
式
で
は
少
し
緊
張
し
た

雰
囲
気
も
伺
え
ま
し
た
。

　

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
い
っ
ぱ

い
学
ん
で
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

Photo
Report

令
和
８
年
度　

第
四
保
育
所
・
し
お
か
ぜ
保
育
所
入
所
式

令
和
８
年
度　

第
四
保
育
所
・
し
お
か
ぜ
保
育
所
入
所
式

　
　
　
　
　
　

女
川
小
学
校
・
女
川
中
学
校
入
学
式

　
　
　
　
　
　

女
川
小
学
校
・
女
川
中
学
校
入
学
式

ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
の
新
し
い
学
校
生
活
！

しおかぜ保育所しおかぜ保育所

第四保育所第四保育所
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中　学　校中　学　校

小　学　校小　学　校
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町制施行
100周年記念

町内全世帯に
パンフレットを
配布いたします
（７月中旬頃）

協賛申込については、
チラシをご覧ください

　参加を希望され、応募いただいた団体について
は、後日協賛会から内容の聞き取りを行います。聞
き取りの後、祭りの趣旨にそぐわない内容などが
ある団体は参加をお断りする場合があります。参
加者が多数となる場合は、おながわみなと祭り協
賛会で選考を行い、後日ご連絡します。
◆募集期間　５月29日(金)まで
◆開催日時　
　７月26日（日）午前11：15～午前11：45（予定）
◆パレードルート　全長約450m
　《スタート》シーパルピア女川　女川駅側入口付近
　《ゴール》女川町海岸広場

◆開催日　７月26日（日）
◆場   所　女川町海岸広場
◆内   容　町制施行100周年記念　ドローンショー 
　　　　　海上花火打ち上げ
　　　　　海上獅子舞
　　　　　ステージショー
　　　　　メインゲスト：中村雅俊さん（女川町出身・女川町観光大使）
　　　　　みなと祭りパレード
　　　　　出店コーナー　ほか

◆協賛金額　１口　5,000円から
◆特　　典  
　【協賛金額にかかわらず】
　　おながわみなと祭りホームページへ氏名を掲載いたします。
　【協賛金額10,000円以上】
　　①花火打上前の氏名読み上げ　②パンフレットへの氏名掲載
　【協賛金額50,000円以上】
　　①花火打上前の氏名読み上げ
　　②パンフレットへの広告、氏名掲載(メッセージ広告など)
　　　◦パンフレット仕様   A４判　 ◦広告仕様　１色刷（白黒）
◆申込み・入金締切
　　６月15日（月）

みなと祭りのパレード参加団体を募集します！

第59回おながわみなと祭り
開催決定!

おながわみなと祭り
 個人協賛のご案内

企業協賛（1口10,000円以上）
も大歓迎です！お問い合わせ
ください

◆問合せ　おながわみなと祭り協賛会（女川町商工会内）　☎53-3310
　　　　　ホームページ　おながわみなと祭り　で検索してください
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　広報おながわ４月号では、令和8年第２回女川町議会定例会（３月）　広報おながわ４月号では、令和8年第２回女川町議会定例会（３月）
の席上で須田町長が表明した施政方針を掲載しましたが、５月号ではの席上で須田町長が表明した施政方針を掲載しましたが、５月号では
併せて表明した町政における基本的施策を紹介します。併せて表明した町政における基本的施策を紹介します。

総　
務　
課

○新
町
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念
式
典

　
運
営
事
業

令
和
８
年
６
月
21
日
に
町
制
施
行

１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
実
施
し

ま
す
。

○新
町
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念
地
域

　
活
動
交
付
金

町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、

地
域
の
自
主
性
を
活
か
し
た
積
極

的
な
地
域
活
動
の
推
進
を
図
る
た

め
、
各
行
政
区
に
対
し
て
活
動
交

付
金
を
交
付
し
ま
す
。

○新
旧
御
前
分
校
解
体
工
事

廃
校
後
、
震
災
に
よ
り
被
害
が
あ

り
老
朽
化
し
た
校
舎
の
解
体
工
事

を
行
い
ま
す
。

○新
音
楽
イ
ベ
ン
ト
制
作
運
営
業
務
委
託

町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、

様
々
な
年
代
が
楽
し
め
る
フ
ェ
ス

形
式
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

町
制
施
行
百
周
年
記
念

　

令
和
八
年
度
は
、
町
制
施
行
百
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
、
先
人
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
本
町
百
年
の
歴
史
に
感
謝
し
、
全
町

を
挙
げ
て
こ
れ
を
祝
う
と
と
も
に
、
ま
ち
の
魅

力
を
広
く
町
内
外
に
発
信
し
、
更
な
る
発
展
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
町
制
施
行
百
周
年

記
念
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
年
を
通
し
て
各
種
記
念
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
と
し
て
、
六
月
に

は
町
制
施
行
百
周
年
記
念
式
典
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
お
な
が
わ
四
季
の
ま
つ
り
や
町

民
音
楽
祭
等
の
各
種
事
業
を
町
制
施
行
百
周
年

記
念
の
冠
事
業
と
し
て
内
容
を
拡
充
し
て
実
施

す
る
ほ
か
、
新
規
事
業
と
し
て
、
大
規
模
な
音

楽
イ
ベ
ン
ト
や
大
運
動
会
等
の
開
催
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
制
施
行
百
周
年
を
祝
い
、
全
て

の
行
政
区
に
対
し
地
域
活
動
の
一
層
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
活
動
交
付
金

を
交
付
す
る
ほ
か
、
町
民
団
体
が
自
主
的
に
企

画
実
施
す
る
事
業
に
対
し
、
町
民
提
案
事
業
補

助
金
を
交
付
し
、
地
域
の
更
な
る
活
性
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
制
施
行
百
周
年
の
認
知
度
の
向
上

や
、
周
年
期
間
中
の
来
町
者
の
増
加
を
図
る
た

め
、
各
種
広
告
媒
体
に
よ
る
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境

　

本
町
に
お
い
て
は
、
社
会
環
境
の
変
化
へ
の

対
応
や
本
町
の
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
も
公
有
地
を
活
用
し
た
事
業
展

開
や
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
な
ど
、
民
間
の
知
識
、
技
術
、
資
源
を

活
用
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
多
様
な
主
体
と
連
携
す
る
中
で
、
地
域
の

課
題
解
決
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
公
民
連
携
の
成
果
を
、

更
な
る
活
動
人
口
の
創
出
促
進
へ
と
つ
な
げ
る

た
め
、
新
た
な
事
業
展
開
を
志
す
方
々
に
対
し

て
、
町
内
で
の
実
践
的
な
活
動
を
通
じ
て
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
、
女
川
町
民
会
議
を
は
じ
め
と
し

た
一
人
一
人
の
小
さ
な
挑
戦
を
後
押
し
す
る
機

会
を
創
出
し
、
伴
走
型
の
支
援
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
を

促
す
こ
と
で
、
町
内
外
の
意
欲
あ
る
人
材
が
、

町
の
活
性
化
に
主
体
的
に
関
与
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
と
リ
ア
ル
の
双
方
を
掛
け
合
わ
せ
た
多
角

的
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
首
都
圏

等
に
お
け
る
交
流
機
会
の
創
出
や
民
間
企
業
と

の
連
携
に
よ
る
戦
略
的
な
広
報
活
動
、
多
様
な

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
を
通
じ
、

町
の
魅
力
を
全
国
へ
多
層
的
に
届
け
る
こ
と
で
、

女
川
フ
ァ
ン
の
獲
得
と
将
来
的
な
活
動
人
口
の

裾
野
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
を
戦
略
的
に
活
用
し
、

地
場
産
品
の
高
付
加
価
値
化
や
返
礼
品
開
発
を

通
じ
た
新
た
な
価
値
・
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
に
強

力
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、
定
住
促
進
事

業
補
助
金
、
民
間
賃
貸
住
宅
空
室
支
援
金
、
空

基本的施策
令和8年度 施政方針

※
○新
は
新
規
事
業
、
○継
は
継
続
事
業

�

（
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
を
含
む
）

主
要
な
事
業

令和８年度　施政方針
基本的施策「町制施行百周年記念」

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
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○新
町
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念
町
民
提

　
案
事
業
補
助
金

町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
町

民
団
体
が
企
画
・
実
施
す
る
事
業

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○継
活
動
人
口
創
出
促
進
事
業
業
務
委
託

将
来
的
な
定
住
人
口
の
増
加
と
町

の
賑
わ
い
と
活
力
を
も
た
ら
す
活

動
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
移
住

滞
在
促
進
や
創
業
支
援
等
を
行
い

ま
す
。

○新
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業 

利
用
者
の
利
便
性
向
上
及
び
運
行

効
率
化
を
図
る
た
め
、
町
民
バ
ス

へ
の
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
す
。

○新
石
巻
線
利
用
促
進
事
業 

Ｊ
Ｒ
石
巻
線
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
Ｊ
Ｒ
石
巻
線
を
利
用
さ
れ

た
方
が
女
川
観
光
協
会
の
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
を
利
用
す
る
際
、
利
用

料
を
半
額
と
し
ま
す
。

○新
災
害
情
報
表
示
盤
設
置
工
事 

災
害
発
生
時
の
女
川
駅
前
商
業
エ

リ
ア
等
か
ら
安
全
に
正
し
く
高
台

を
目
指
せ
る
よ
う
、
女
川
町
庁
舎

屋
上
へ
避
難
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
示

す
る
災
害
情
報
表
示
盤
の
設
置
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

令和８年度　施政方針
基本的施策「生活環境」

き
家
バ
ン
ク
活
用
促
進
奨
励
金
等
を
継
続
し
、

本
町
へ
の
移
住
、
定
住
を
希
望
す
る
方
々
や
、

世
帯
収
入
の
増
加
な
ど
で
町
営
住
宅
か
ら
退
居

せ
ざ
る
を
得
な
い
方
々
な
ど
の
住
ま
い
の
確
保

を
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
及
び
地
域
の
担
い
手
づ
く

り
と
い
う
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
が
推
進

す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
都

市
部
か
ら
若
者
を
中
心
と
し
た
人
材
を
地
域
全

体
で
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
課
題
の
解
決
や
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
任
期
を
終
え
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
定
住
に
つ
な
が
る
取
組
へ
の
支

援
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

石
巻
圏
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
基
づ
く
石

巻
市
及
び
東
松
島
市
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
移

住
定
住
促
進
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
町

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
鉄
道
車
両
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
各
種
媒
体
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
対
応
な
ど
、
移
住
定
住
対
策
の

更
な
る
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

復
興
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
未
分
譲
宅
地

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て

空
き
区
画
を
周
知
す
る
ほ
か
、
宅
地
購
入
や
借

用
希
望
者
に
対
し
て
き
め
細
や
か
に
対
応
し
、

宅
地
の
分
譲
や
貸
付
け
を
引
き
続
き
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
震
災
で
被
災
し
て
い
る

旧
御
前
分
校
の
解
体
工
事
を
行
い
、
被
災
し
た

町
有
地
の
利
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
浦
宿
十
七
号
線
道
路
改

良
工
事
の
用
地
買
収
に
着
手
し
、
狭
あ
い
道
路

の
解
消
な
ど
防
災
機
能
の
向
上
と
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
に
向
け
て
改
良
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
国

道
三
九
八
号
石
巻
バ
イ
パ
ス
沢
田
工
区
が
国
の

直
轄
権
限
代
行
事
業
と
し
て
令
和
四
年
度
に
事

業
化
さ
れ
、
用
地
買
収
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
国
及
び
県
と
連
携
し
、
早

期
整
備
に
向
け
た
取
組
を
鋭
意
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
国
県
道
に
つ
い
て
は
、

宮
城
県
土
木
・
建
築
行
政
推
進
計
画
に
基
づ
く

道
路
改
築
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

国
道
三
九
八
号
桐
ケ
崎
地
区
か
ら
指
ケ
浜
地
区

ま
で
の
区
間
は
、
依
然
と
し
て
狭
あ
い
で
急
カ

ー
ブ
が
連
続
し
、
交
通
上
の
安
全
対
策
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
区
間
は
、
大
規
模
な
事
業
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
牡
鹿
半
島
を

含
む
道
路
整
備
の
計
画
を
考
慮
し
な
が
ら
、
検

討
を
進
め
て
い
く
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
強
く
県
に
要
望
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
子
力
防
災
の
緊
急
性

に
鑑
み
、
町
に
お
い
て
も
避
難
道
路
の
在
り
方

を
検
討
す
る
た
め
、
当
該
地
区
の
概
略
設
計
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
都
市
計
画
に
つ
い
て

は
、
令
和
七
年
度
に
策
定
し
た
景
観
計
画
の
運

用
を
開
始
し
、
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
り
、

誰
も
が
誇
り
を
持
て
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

汚
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
公

共
下
水
道
と
浄
化
槽
の
適
正
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
未
接
続
世
帯
に
対
す
る
啓
発
活
動
を

行
い
、
普
及
率
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
適
正
管
理
に

努
め
、
引
き
続
き
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
江
島
送

水
管
破
損
へ
の
対
応
と
老
朽
管
布
設
替
工
事
を

進
め
、
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
へ
の
対

応
と
し
て
水
道
基
本
料
金
減
免
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

離
島
航
路
に
つ
い
て
は
、
離
島
住
民
の
生
活

に
不
可
欠
な
航
路
と
し
て
、
そ
の
維
持
に
国
及

び
県
と
連
携
し
、
必
要
な
支
援
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
離
島
航
路
運
航
船
し
ま
な
ぎ
の
老
朽

化
へ
の
対
応
に
伴
う
新
船
建
造
に
つ
い
て
は
、

令
和
八
年
七
月
の
就
航
に
向
け
て
離
島
航
路
運

航
事
業
者
と
連
携
し
、
着
実
に
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
地
域
住

民
や
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
町
内

関
係
団
体
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
い
た
モ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
会
に
お
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
及
び
外
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
い
う
観

点
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
望

ま
し
い
と
の
意
見
集
約
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
九
年
度
運
行
開
始
を
目
指
し
、
関
係
機
関

と
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
仙
台
圏
へ
の
通
勤
、
通

学
や
本
町
を
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
の
利
便
性
が

図
ら
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も

期
成
同
盟
会
等
を
通
じ
て
、
県
や
東
日
本
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
へ
の
要
望
活
動
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
石
巻
線
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
鉄
道
利

用
者
へ
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用
料
の
半
額
助

成
な
ど
、
引
き
続
き
県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

利
用
促
進
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
今
の
地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

人
口
減
少
や
運
転
手
不
足
な
ど
の
影
響
に
よ
り

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
地
域
公

共
交
通
の
維
持
確
保
は
、
本
町
に
お
い
て
も
重

企　
画　
課
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要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
そ
の
維
持
を
図
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
地
域
住
民
の
利
便
性
が
向
上
す

る
よ
う
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

環
境
事
業
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し

て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
に

蓄
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
を
新
た
に
加
え
、
住

宅
用
高
効
率
給
湯
器
設
置
補
助
事
業
と
合
わ
せ
、

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
な
ど
へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
意
識

の
高
揚
を
図
り
な
が
ら
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画（
事
務
事
業
編
）に
基
づ
き
、
着
実
な
効
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
公
共
施
設
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
ご
み
の
一
層
の
減

量
化
、
分
別
の
徹
底
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

等
の
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
出
前
講
座

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
動
画
な
ど
を
活
用
し
た
住
民
へ
の
周

知
徹
底
と
、
新
た
な
再
資
源
化
ル
ー
ト
構
築
を

図
る
な
ど
、
事
業
者
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
環

境
保
全
、
施
設
の
維
持
管
理
に
も
努
め
、
適
正

な
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
美
化
の
推
進
は
、
引
き
続
き
町
民
総
ぐ

る
み
の
春
と
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
軸
と
し
て

町
民
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各
地
区
の

積
極
的
な
美
化
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
が
行
う
海
岸
清
掃
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

不
法
投
棄
及
び
公
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
県

と
連
携
し
、
引
き
続
き
監
視
の
強
化
を
図
り
、

未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
よ
り
、
住
民
の
生
活

環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
及
び
災
害
公
営
住
宅
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
は
、
委
託
先
の
宮
城
県
住
宅
供
給
公

社
と
連
携
し
、
よ
り
一
層
適
切
な
管
理
と
増
加

傾
向
に
あ
る
滞
納
家
賃
等
の
徴
収
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
空
き
住
戸
を
お
試
し
移
住
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の
滞
在
場
所
と
し
て
目

的
外
使
用
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
弾
力
的
な

活
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
も

適
正
な
供
給
を
図
り
、
住
民
の
生
活
環
境
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

離
半
島
地
区
の
災
害
公
営
住
宅
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
需
要
等
を
適
切
に
見
極
め
な
が
ら
譲

渡
処
分
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
援
護
資
金
貸
付
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
適
正
な
償
還
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
地
域
住

民
の
連
帯
感
の
醸
成
と
密
接
な
関
係
構
築
を
図

る
た
め
、
住
民
主
体
の
地
域
活
動
が
積
極
的
に

展
開
で
き
る
環
境
整
備
を
支
援
し
、
幅
広
い
世

代
が
活
躍
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
区
集
会
所
に
つ
い
て
は
、
旧
針
浜
集
会
所

の
解
体
を
行
い
、
そ
の
他
の
集
会
所
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
の
意
向
を
反
映
し
た

建
替
え
計
画
に
基
づ
き
、
順
次
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

開
業
か
ら
十
二
年
目
を
迎
え
る
温
泉
温
浴
施

設
「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
健
康

増
進
と
憩
い
の
場
と
し
て
、
施
設
内
の
衛
生
管

理
を
徹
底
し
、
温
泉
設
備
の
維
持
管
理
に
努
め
、

指
定
管
理
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者

に
安
心
し
て
親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
七
年
四
月
に
道
の
駅

エ
リ
ア
拡
大
に
よ
る
エ
リ
ア
内
施
設
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
商
店
街
等
と
の
連
携
の
も
と
、
誘

客
効
果
を
高
め
る
取
組
を
一
層
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
施
設
の
効

果
的
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
の
中
核

的
役
割
を
担
っ
て
い
る
消
防
団
の
団
員
数
が
減

少
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
女
性
団
員
や
消
防

団
Ｏ
Ｂ
等
に
よ
る
機
能
別
消
防
団
員
制
度
を
活

用
し
、
消
防
後
援
会
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
団
員
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
の
た
め

住
民
参
加
に
よ
る
総
合
防
災
訓
練
を
継
続
的
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
行
政
区
等
で
実
施
さ
れ

る
防
災
、
避
難
訓
練
や
講
習
会
等
の
機
会
を
通

じ
、
防
災
上
の
課
題
に
対
し
地
域
と
共
に
解
決

策
を
検
討
し
な
が
ら
、
防
災
対
策
の
推
進
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
震
時
の
住
宅
被
害
に
よ
る
事
故

の
未
然
防
止
や
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
七
年

度
に
見
直
し
た
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ
き
、

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業
、
木
造
住
宅
耐

震
改
修
工
事
助
成
事
業
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除

却
事
業
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し
、
引
き
続
き

安
心
し
て
定
住
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
及
び
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
や
地
域
の
方
々
と
の
連
携
に
よ
り
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
や
交
通
安
全
運
動
等
を
実
施
し
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
に
関
す
る
啓
蒙
活
動

や
環
境
整
備
を
実
施
し
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
継
続
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○継
町
民
バ
ス
運
行
事
業

町
内
移
動
の
公
共
交
通
機
関
と
し

て
、
町
民
バ
ス
６
路
線
を
継
続
し

て
運
行
し
ま
す
。

○継
離
島
航
路
事
業

江
島
地
区
住
民
の
公
共
交
通
機
関

と
し
て
、
離
島
航
路
船
を
運
航
し

ま
す
。

○継
離
島
航
路
新
造
船
建
造
事
業

現
在
就
航
し
て
い
る
「
し
ま
な
ぎ
」

の
老
朽
化
に
伴
う
新
造
船
に
つ
い

て
、
令
和
８
年
７
月
就
航
を
目
指

し
、
建
造
し
ま
す
。

町
民
生
活
課

○継
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
設
置
補
助
事
業

令
和
８
年
度
か
ら
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
補
助
金
の
補
助
枠
を
拡
充

し
、
さ
ら
に
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
を
新
た
に
加
え
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図

り
ま
す
。

○継
資
源
物
選
別
処
理
作
業
等
業
務
委
託

本
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

さ
れ
た
資
源
ご
み
、
不
燃
ご
み
の

選
別
及
び
缶
類
の
圧
縮
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
圧
縮
減
容
作
業
を
行
い
、

再
資
源
化
を
推
進
し
ま
す
。

○継
女
川
温
泉
指
定
管
理
事
業

女
川
温
泉
の
管
理
運
営
に
民
間
事

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
指
定
管
理
を

行
い
ま
す
。
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○継
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
委
託

町
内
の
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
務
を

委
託
し
ま
す
。

○継
公
営
住
宅
等
管
理
業
務
委
託

町
営
住
宅
等
の
管
理
業
務
を
宮
城

県
住
宅
供
給
公
社
へ
委
託
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課

○新
認
定
こ
ど
も
園
太
陽
光
発
電
設
備
設

　
置
工
事

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
経
費
削

減
に
資
す
る
た
め
太
陽
光
発
電
設

備
を
認
定
こ
ど
も
園
に
設
置
し
ま

す
。

○新
女
川
町
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
直
流
電

　
源
装
置
更
新
工
事

適
正
な
施
設
管
理
を
行
う
た
め
、

老
朽
化
し
て
い
る
該
当
設
備
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

○新
認
定
こ
ど
も
園
新
築
工
事

老
朽
化
し
た
町
立
第
四
保
育
所
の

代
替
と
し
て
幼
稚
園
機
能
を
追
加

し
た
形
で
認
定
こ
ど
も
園
を
新
築

し
ま
す
。

○継
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
業
務
委
託

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容

等
の
充
実
を
図
る
た
め
、
運
営
を

民
間
に
委
託
し
ま
す
。

令和８年度　施政方針
基本的施策「生活環境」

　

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
女

川
地
域
の
緊
急
時
対
応
」
及
び
「
女
川
町
広
域

避
難
計
画
」
を
も
と
に
、
国
、
県
、
関
係
機
関

及
び
住
民
が
合
同
で
実
施
し
て
い
る
原
子
力
防

災
訓
練
を
通
じ
て
検
証
を
積
み
上
げ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
防
災
対
策
に
終
わ
り
は
な

い
と
い
う
認
識
の
も
と
、
様
々
な
取
組
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
り
、
絶
え
ず
検
証
と
改
善
を
図
り
、

避
難
計
画
の
実
効
性
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

女
川
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
二
号
機

の
営
業
運
転
再
開
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
再
開

後
初
と
な
る
定
期
事
業
者
検
査
が
実
施
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
事
業
者
に
対
し
て
は
、
現

在
の
規
制
の
枠
組
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

最
新
の
知
見
や
技
術
を
収
集
す
る
な
ど
、
安
全

性
の
向
上
を
目
指
し
た
取
組
に
努
め
、
よ
り
安

全
な
発
電
所
と
し
て
、
平
時
か
ら
の
運
営
能
力

の
向
上
を
引
き
続
き
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
発
電
所
の
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
住
民
に

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
、
地
域
と
の

信
頼
関
係
の
醸
成
が
、
よ
り
一
層
図
ら
れ
る
よ

う
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
と
し
ま
し
て
も
、
国
及
び
県
と
の
連
携

を
よ
り
緊
密
に
し
、
必
要
に
応
じ
て
立
入
調
査

を
実
施
す
る
な
ど
、
継
続
し
て
安
全
性
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
対
す
る
十
分
な
説
明

と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
国
の
デ

ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
に
お
け
る
自

治
体
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
等
を
取
り
ま
と
め

た
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン(

Ｄ
Ｘ)

推
進
計
画
に
基
づ
き
、
自
治
体
フ

ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
や
電
子
申
請
等
の
拡
充
を

推
進
し
、
住
民
の
利
便
性
の
更
な
る
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
内
で
利
用
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ツ

ー
ル
を
活
用
し
、
行
政
事
務
の
効
率
化
、
業
務

改
善
及
び
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

確
保
を
継
続
し
て
図
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
の
導

入
検
討
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を
行

い
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
効
果
的
な
活
用

方
法
や
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
情
報
を
収
集

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
自
治
体
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
に
つ
い
て
は
、
戸

籍
の
除
票
に
係
る
業
務
を
除
き
、
新
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
が
完
了
し
て
お
り
、
引
き
続
き
行
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
定
稼
働
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。保

健
・
医
療
・
福
祉

　

健
康
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

第
三
次
健
康
増
進
計
画
に
基
づ
き
「
町
民
み
ん

な
が
健
康
で
地
域
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け

て
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
及
び
重
症
化
予

防
並
び
に
心
身
と
も
に
健
康
な
食
生
活
を
実
践

で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

食
育
推
進
に
つ
い
て
は
、
第
四
次
食
育
推
進

計
画
に
基
づ
き
、
食
に
関
す
る
知
識
と
食
を
選

択
す
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
各
世
代

に
応
じ
た
食
育
活
動
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
健
診
等
に
つ
い
て
は
、
疾
病
の
早
期
発

見
及
び
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、
今
年
度

新
た
に
五
十
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
胃
内
視
鏡

検
診
と
健
康
増
進
法
に
基
づ
い
た
女
性
を
対
象

と
す
る
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
検
診
の
大
切
さ
に
加
え
、

が
ん
の
知
識
や
生
活
習
慣
病
と
の
関
連
に
つ
い

て
町
民
へ
広
く
周
知
し
、
よ
り
多
く
の
町
民
が

受
診
し
や
す
い
検
診
実
施
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
三
次
地
域
福
祉

計
画
に
基
づ
き
、
町
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の

中
で
、
つ
な
が
り
合
い
支
え
合
う
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
が

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
包
括
的
な
相
談
支
援

体
制
の
構
築
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
十
次
高
齢
者

福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
地
域
や
人
と

の
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら

心
身
と
も
に
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
が
継
続

で
き
る
よ
う
、
住
民
主
体
の
社
会
参
加
と
支
え

合
い
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
明
る
く
元
気
な
人

づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
九
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
適
正
な
介
護
保
険

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
介
護
予
防
、
重

度
化
防
止
と
生
活
支
援
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
域
包
括
ケ

ア
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
計
画（
第

三
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
）に
基
づ
き
、

子
ど
も
・
若
者
が
健
や
か
に
自
分
ら
し
く
成
長

し
、
ず
っ
と
幸
せ
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
子
育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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令和８年度　施政方針
基本的施策「保健・医療・福祉」

○継
総
合
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
運
営
業
務
委
託

町
立
保
育
所
に
入
所
す
る
３
～
５

歳
児
を
対
象
に
健
全
な
心
身
を
育

成
す
る
た
め
、
月
２
回
程
度
の
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

○継
保
育
所
幼
児
教
育
学
習
支
援
業
務
委
託

町
立
保
育
所
に
入
所
す
る
５
歳
児

を
対
象
に
就
学
前
の
基
礎
学
習
等

を
支
援
し
、
児
童
の
健
全
な
育
成

及
び
円
滑
な
小
学
校
へ
の
接
続
を

支
援
し
ま
す
。

上
下
水
道
課

○新
鷲
神
浄
水
場
高
度
処
理
設
備
新
設
工
事

砂
ろ
過
等
で
は
取
り
除
け
な
い
物

質
を
除
去
す
る
た
め
の
追
加
工
事

を
行
い
ま
す
。

○新
崎
山
～
桐
ケ
崎
送
水
管
布
設
替
工
事 

崎
山
か
ら
桐
ケ
崎
ま
で
の
水
道
布

設
替
工
事
を
行
い
ま
す
。

○新
雨
水
マ
ン
ホ
ー
ル
改
築
ほ
か
工
事

旭
が
丘
地
区
の
雨
水
マ
ン
ホ
ー
ル

の
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

○新
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

　
策
定
業
務

設
置
年
や
材
質
、
使
用
状
況
、
点

検
履
歴
な
ど
を
デ
ー
タ
で
管
理
し
、

知
見
や
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

保
全
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○継
老
朽
管
布
設
替
工
事

旭
が
丘
地
区
の
古
く
な
っ
た
水
道

管
の
入
替
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
働
く
保
護
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
保

育
所
の
土
曜
保
育
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

土
曜
日
開
所
及
び
一
時
預
か
り
事
業
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
土
曜
日
や
長
期
休
業
期
間
中
の

開
設
を
継
続
す
る
な
ど
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
を
支
え
る
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、

働
く
保
護
者
の
多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
八
年
度
か
ら
お

盆
期
間
中
を
加
え
て
開
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
新
た
な
取
組
と
し
て
、
保
育
所

等
に
入
所
し
て
い
な
い
六
ケ
月
か
ら
三
歳
未
満

の
子
ど
も
の
通
園
支
援
事
業
で
あ
る
い
わ
ゆ
る

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
内
で
開
始
す
る
ほ
か
、
妊
産
婦
や
乳

幼
児
の
健
康
保
持
増
進
や
全
て
の
子
ど
も
と
家

庭
に
対
し
、
子
育
て
や
虐
待
の
予
防
的
な
対
応

等
の
相
談
窓
口
と
し
て
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

を
、
健
康
福
祉
課
内
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
保
護
者
へ
の
経
済
的
支
援
策
と

し
て
は
、
第
三
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償
化
や

多
子
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
へ
の
町
独
自

の
保
育
料
の
軽
減
策
も
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
、
高
校
生
ま
で
拡
充
し
て
い
る
子
ど
も
医
療

費
助
成
及
び
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制

度
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
川
町
立
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
に
合
わ
せ
て
、
保
育
所
に
お
い
て
も
三
歳
未

満
児
の
給
食
費
及
び
三
歳
以
上
児
の
副
食
費
を

無
償
化
い
た
し
ま
す
。

　

保
小
連
携
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
と

小
学
校
教
諭
が
作
成
し
た
「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
活
用
し
、
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

保
育
所
か
ら
小
学
校
へ
の
児
童
の
円
滑
な
接
続

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
認
定
こ
ど
も

園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
令
和
八
年
度
中
の
完
成
、

令
和
九
年
度
の
開
園
に
向
け
て
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
保
育
所
に
通

所
す
る
就
学
前
の
幼
児
に
対
し
、
小
学
校
へ
の

接
続
を
円
滑
化
す
る
た
め
、
基
礎
学
習
を
支
援

す
る
保
育
所
幼
児
教
育
学
習
支
援
事
業
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
七
次
障
害
者

計
画
、
第
七
期
障
害
福
祉
計
画
及
び
第
三
期
障

害
児
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
方
の

重
度
化
や
高
齢
化
、「
親
な
き
後
」
を
見
据
え

た
地
域
生
活
支
援
体
制
の
運
用
、
障
害
の
あ
る

子
の
早
期
発
見
と
療
育
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
相
談
に
対
応
す
る
相
談

支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
障
害
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
生
活
を
継
続
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
都
道
府

県
単
位
化
と
な
り
九
年
目
を
迎
え
、
将
来
的
な

国
保
税
率
等
の
県
内
統
一
化
を
見
据
え
な
が
ら
、

財
政
運
営
の
責
任
主
体
で
あ
る
県
と
一
層
の
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
保
健

事
業
と
の
連
携
の
も
と
町
民
の
健
康
保
持
増
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
を

さ
ら
に
推
進
し
、
被
保
険
者
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
全
な
制
度

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
指
定
管

理
者
と
協
調
し
、
安
定
的
な
運
営
の
下
で
必
要

な
医
療
の
提
供
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
と
介

護
の
一
体
的
施
設
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
包

括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

施
設
内
の
設
備
や
医
療
機
器
等
に
つ
い
て
は
、

老
朽
度
合
い
や
耐
用
年
数
を
精
査
す
る
と
と
も

に
、
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
将
来
的
な
移
転
も

視
野
に
計
画
的
な
修
繕
や
更
新
を
行
い
、
安
全

か
つ
安
定
的
な
医
療
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
地
域
医
療
の

適
切
な
在
り
方
を
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
病
児
病
後
児
保
育
事
業
を
継
続
し
、
保
護

者
の
子
育
て
及
び
就
労
の
両
立
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
保
健
福
祉
分
野
と
の
連
携
を

図
り
、
町
民
の
安
心
な
生
活
を
支
え
る
地
域
医

療
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
の
地
方
卸

売
市
場
の
水
揚
状
況
が
、
数
量
で
前
年
を
約
七

千
百
八
十
四
ト
ン
上
回
る
二
万
九
千
八
十
一
ト

ン
、
金
額
で
は
前
年
を
五
千
二
百
万
円
上
回
る

七
十
六
億
四
千
九
百
八
十
六
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
数
量
で
は
サ
バ
や
ギ
ン
ザ
ケ
等
が
減
少
し

ま
し
た
が
、
サ
ン
マ
に
つ
い
て
は
六
千
百
四
十

九
ト
ン
と
な
り
、
前
年
か
ら
二
千
三
百
八
十
一

ト
ン
増
加
し
、
三
年
間
続
い
た
大
不
漁
か
ら
脱

却
す
る
兆
し
が
見
え
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

金
額
に
お
い
て
は
、
サ
ン
マ
と
イ
ワ
シ
は
前
年

と
比
較
し
下
落
し
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
魚
種

で
は
魚
価
高
の
影
響
を
受
け
、
全
体
で
は
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
漁
獲
不

漁
は
、
本
町
水
産
業
界
の
業
績
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
業
績
の
回
復
に
資
す
る
べ
く
、
漁

船
の
受
入
態
勢
に
万
全
を
期
す
た
め
、
今
般
昨
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○継
老
朽
管
布
設
替
設
計
業
務
委
託

古
く
な
っ
た
水
道
管
の
入
替
え
の

設
計
を
行
い
ま
す
。

○継
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
更
新

　
工
事

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
施
設
の
定
期

更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

建　
設　
課

○新
道
路
新
設
改
良
事
業

北
浦
及
び
寺
間
地
区
の
道
路
改
良

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

○継
女
川
港
石
浜
地
区
埋
立
事
業

女
川
港
石
浜
地
区
を
埋
め
立
て
、

企
業
誘
致
等
の
た
め
の
用
地
を
確

保
し
ま
す
。

○継
道
路
新
設
改
良
事
業

内
山
地
区
、
御
前
浜
地
区
、
崎
山

地
区
及
び
旧
女
川
第
一
小
学
校
周

辺
の
道
路
の
改
良
を
行
い
ま
す
。

産
業
振
興
課

○新
シ
ー
パ
ル
ち
ゃ
ん
着
ぐ
る
み
購
入

町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
機
に
、

シ
ー
パ
ル
ち
ゃ
ん
の
着
ぐ
る
み
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
話
題
性
の
創

出
と
認
知
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○新
女
川
町
産
業
エ
リ
ア
誘
導
看
板
等

　
整
備
事
業

ま
ち
な
か
交
流
館
、
道
の
駅
お
な

が
わ
、
海
岸
広
場
な
ど
、
産
業
エ

リ
ア
周
辺
の
看
板
等
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

令和８年度　施政方針
基本的施策「産業」

年
度
完
成
し
た
南
荷
捌
場
を
含
め
た
市
場
施
設

の
高
度
衛
生
管
理
や
保
全
を
鋭
意
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

漁
船
誘
致
対
策
に
つ
い
て
は
、
漁
船
誘
致
促

進
協
議
会
を
中
心
に
、
魚
市
場
、
買
受
人
協
同

組
合
等
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
引
き
続
き
積

極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
買
受
人
、
消
費
者
に
向
け
て
、

安
全
で
安
心
な
「
お
な
が
わ
」
の
水
産
物
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
販
路
の
開
拓
、
拡
大
支
援

に
取
り
組
む
ほ
か
、
高
品
質
及
び
高
付
加
価
値

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
材
育
成
に
向
け
た
取
組
に
対
し
て

も
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
港
関
係
に
つ
い
て
は
、
国
の
水
産
生
産
基

盤
整
備
事
業
を
活
用
し
た
万
石
浦
漁
港
整
備
事

業
の
完
成
な
ど
、
漁
港
施
設
の
保
全
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
の
沿
岸
漁
業
に
お
け
る
県
漁
協
女

川
町
支
所
の
水
揚
実
績
は
、
金
額
で
七
十
九
億

円
、
数
量
で
一
万
六
千
ト
ン
と
な
り
、
ギ
ン
ザ

ケ
を
中
心
に
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

海
水
温
の
上
昇
や
自
然
災
害
等
、
漁
業
を
取

り
巻
く
環
境
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
安
定
し
た

漁
業
経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
漁
業
共
済

へ
の
加
入
が
一
層
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
更
な
る
加
入
促
進
に
向
け
て
県
漁
協

女
川
町
支
所
と
連
携
し
、
掛
金
に
対
す
る
助
成

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
タ
テ
養

殖
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
価
格
高
騰
や
供
給

不
足
が
続
く
ホ
タ
テ
種
苗
の
購
入
資
金
に
対
す

る
利
子
補
給
の
実
行
及
び
磯
根
資
源
の
増
産
と

保
護
を
図
る
た
め
、
ア
ワ
ビ
稚
貝
購
入
費
用
並

び
に
密
漁
対
策
活
動
に
対
す
る
助
成
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
大
規
模
改
修
工
事
が
完
了
す

る
小
型
漁
船
船
揚
場
の
利
用
が
再
開
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
漁
協
女
川
町
支

所
と
連
携
し
施
設
の
適
切
な
運
用
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
洋
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
策
の
一
環
と
し

て
、
マ
サ
バ
の
養
殖
試
験
事
業
を
関
係
事
業
者

と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
夏
頃
に
稚
魚
を
移
入
し
、
そ
の
後
の

養
殖
期
間
に
応
じ
た
成
長
率
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
よ
り
、
本
町
海
域
に
お
け
る
養
殖
種
と
し

て
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
林
業
に
つ
い
て
は
、
二
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

食
害
等
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

猟
銃
に
よ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
と
民
間
団
体

が
実
施
す
る
わ
な
に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
対

す
る
補
助
を
継
続
す
る
ほ
か
、
町
民
理
解
を
図

る
た
め
の
啓
発
活
動
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
供
給
を
は

じ
め
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
災
害
の
防
止
、
自

然
環
境
の
保
全
な
ど
の
観
点
か
ら
、
本
町
の
豊

か
な
森
林
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
防
鹿
柵
設
置
を
計
画
的

に
進
め
な
が
ら
伐
採
箇
所
に
お
け
る
植
樹
の
推

進
、
人
材
育
成
、
林
業
を
推
進
す
る
各
種
団
体

に
対
し
て
の
支
援
等
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
森
林
を
構
成
す
る
樹
木
は
、
成
熟
し

た
資
源
も
多
く
、
町
有
林
、
私
有
林
の
適
正
な

森
林
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
ま
ず
、
町
有
林
に
つ
い
て

は
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
人
工
林（
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
）を
対
象
と
し
、
令
和
六
年
度
か

ら
の
五
箇
年
計
画
に
基
づ
い
て
引
き
続
き
間
伐
、

再
造
林
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
私
有
林

に
つ
い
て
は
、
高
白
地
区
を
対
象
と
し
た
森
林

経
営
管
理
意
向
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
森
林

経
営
管
理
権
集
積
計
画
を
策
定
し
、
森
林
所
有

者
か
ら
経
営
管
理
を
受
託
し
た
森
林
の
切
捨
間

伐
を
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
搬
出
の
利
便
性
向
上
、
災
害
に

強
い
林
道
へ
の
改
良
を
図
る
た
め
、
令
和
七
年

度
に
被
災
し
た
林
道
横
浦
線
の
早
期
復
旧
に
努

め
る
と
と
も
に
、
林
道
女
川
京
ケ
森
線
の
法
面

改
良
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
県

と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
林
道
女
川
北
線
整
備

は
、
本
町
北
側
に
位
置
す
る
重
要
な
幹
線
ル
ー

ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
完
了
に
向
け
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
被
害

が
収
束
し
な
い
こ
と
か
ら
、
被
害
木
の
伐
倒
駆

除
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
予
防
事
業

と
し
て
空
中
散
布
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
六
月
ま
で
に

海
業
の
推
進
に
期
す
る
公
共
施
設
「
ビ
ジ
タ
ー

バ
ー
ス
」
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
観
光
交

流
エ
リ
ア
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
道

の
駅
や
駅
前
商
業
エ
リ
ア
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
公
民
連
携
に
よ
る
観
光
誘
致
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
の
駅
お
な
が
わ
に
お
い
て
は
、
近
年
増
加

傾
向
に
あ
る
日
帰
り
観
光
客
に
対
し
、
各
コ
ン

テ
ン
ツ
専
用
の
ツ
ア
ー
造
成
や
イ
ベ
ン
ト
企
画

等
、
本
町
で
の
滞
在
時
間
が
増
加
す
る
よ
う
な

取
組
に
つ
い
て
、
道
の
駅
お
な
が
わ
連
絡
会
と

共
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
な
が
わ
み
な
と
祭
り
」
を
は
じ
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○継
老
朽
管
布
設
替
設
計
業
務
委
託

古
く
な
っ
た
水
道
管
の
入
替
え
の

設
計
を
行
い
ま
す
。

○継
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
更
新

　
工
事

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
施
設
の
定
期

更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

建　
設　
課

○新
道
路
新
設
改
良
事
業

北
浦
及
び
寺
間
地
区
の
道
路
改
良

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

○継
女
川
港
石
浜
地
区
埋
立
事
業

女
川
港
石
浜
地
区
を
埋
め
立
て
、

企
業
誘
致
等
の
た
め
の
用
地
を
確

保
し
ま
す
。

○継
道
路
新
設
改
良
事
業

内
山
地
区
、
御
前
浜
地
区
、
崎
山

地
区
及
び
旧
女
川
第
一
小
学
校
周

辺
の
道
路
の
改
良
を
行
い
ま
す
。

産
業
振
興
課

○新
シ
ー
パ
ル
ち
ゃ
ん
着
ぐ
る
み
購
入

町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
機
に
、

シ
ー
パ
ル
ち
ゃ
ん
の
着
ぐ
る
み
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
話
題
性
の
創

出
と
認
知
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○新
女
川
町
産
業
エ
リ
ア
誘
導
看
板
等

　
整
備
事
業

ま
ち
な
か
交
流
館
、
道
の
駅
お
な

が
わ
、
海
岸
広
場
な
ど
、
産
業
エ

リ
ア
周
辺
の
看
板
等
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

令和８年度　施政方針
基本的施策「教育・文化・スポーツ」

め
と
す
る
お
な
が
わ
四
季
の
ま
つ
り
に
つ
い
て

は
、
町
制
施
行
百
周
年
を
記
念
し
て
、
各
ま
つ

り
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
話
題
性
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、
更
な
る
交
流
人
口
の
増
加
や
、

観
光
関
連
施
設
の
利
用
促
進
に
つ
な
ぎ
、「
人
・

ま
ち
・
自
然
の
豊
か
さ
全
て
を
楽
し
め
る
観
光
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
若
者
向
け
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
の
開
催
、

バ
イ
ク
ツ
ア
ー
の
誘
致
等
、
民
間
企
業
や
各
種

団
体
と
の
協
働
事
業
に
も
力
を
入
れ
、
町
内
の

賑
わ
い
創
出
に
向
け
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
資
材
価

格
を
は
じ
め
と
し
た
物
価
高
騰
の
状
況
に
あ
り
、

幅
広
い
業
種
に
お
い
て
厳
し
い
経
営
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
こ
れ

ら
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
国
及
び
県
の
支
援

制
度
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
女
川
町
商
工

会
と
の
連
携
の
も
と
町
内
事
業
者
に
対
し
必
要

な
支
援
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
商

工
業
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
て
、
中

小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
よ
る
支
援
を
実

施
す
る
ほ
か
、
女
川
町
商
工
会
が
実
施
す
る
地

域
商
工
業
振
興
事
業
、
後
継
者
育
成
対
策
事
業

等
へ
の
補
助
を
継
続
す
る
と
と
も
に
Ｄ
Ｘ
化
等

に
よ
る
商
工
業
者
の
経
営
力
向
上
や
販
売
力
強

化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
に
お
い
て
は
町
制
施
行
百
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
経
済
活
性
化
商
品
券
事

業
を
再
度
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

祝
賀
気
運
の
醸
成
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域

内
で
の
消
費
を
強
力
に
喚
起
す
る
こ
と
で
、
町

内
事
業
者
へ
の
経
済
効
果
と
地
域
経
済
の
好
循

環
が
生
ま
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

創
業
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
創
業
等
支
援
事

業
の
継
続
に
よ
り
、
新
規
創
業
者
、
既
存
事
業

者
の
新
分
野
進
出
、
事
業
承
継
へ
の
後
押
し
を

行
う
と
と
も
に
、
商
業
エ
リ
ア
に
お
け
る
景
観

形
成
の
促
進
を
図
る
た
め
商
店
街
景
観
形
成
創

出
事
業
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
と
し
て
は
、
無
料
職
業
紹
介
所
に

お
い
て
町
内
企
業
の
求
人
情
報
の
提
供
を
継
続

し
て
行
う
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻
及

び
県
と
連
携
し
な
が
ら
町
内
の
雇
用
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
特
殊
詐
欺
等
の

手
口
が
年
々
多
様
化
し
て
お
り
、
中
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告

を
通
じ
た
詐
欺
被
害
が
全
国
的
に
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
特
殊
詐
欺
被
害
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
消
費
生
活
相
談
員
に

よ
る
相
談
日
を
増
加
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者

講
座
等
の
啓
発
活
動
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
石
浜
港
湾
埋
立
区

域
の
産
業
用
地
の
造
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、

宮
城
県
主
催
の
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

等
に
よ
る
誘
致
活
動
の
継
続
と
、
企
業
立
地
促

進
条
例
に
よ
る
奨
励
金
の
周
知
に
よ
り
、
全
国

の
企
業
に
対
し
本
町
へ
の
立
地
を
推
し
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　

令
和
七
年
四
月
に
改
訂
し
た
女
川
町
教
育
大

綱（
女
川
町
教
育
振
興
基
本
計
画
）に
基
づ
き
、

本
町
が
目
指
す
子
供
の
姿
で
あ
る
「
志
を
持
っ

て
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
子
供
」
の
具
現

化
を
目
指
し
、
様
々
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
大
綱
で
は
、
各
施
策
の
基
本
方
向
を
示

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
お
い
て
重
点
的
な
取

組
事
項
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、

特
に
重
要
な
施
策
と
し
て
「
学
び
の
土
台
づ
く

り
」、「
教
員
の
教
科
指
導
力
向
上
」、「
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
教
育
学
校
の
特
徴
を
生
か
し
た

教
育
活
動
」
に
焦
点
化
し
、
中
・
長
期
的
な
視

点
で
評
価
し
な
が
ら
目
標
達
成
を
図
る
、「
重

点
施
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
取
組
を

強
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
び
の
土
台
づ
く
り
に
お
い
て
は
、「
挨
拶
」、

「
清
掃
」、「
後
始
末
」
が
で
き
る
子
供
の
育
成

と
定
着
に
向
け
、
学
校
活
動
に
お
け
る
取
組
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
の
協
力
連

携
も
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を
担

う
教
員
の
授
業
力
、
指
導
力
の
向
上
に
お
い
て

は
、
学
力
水
準
の
高
い
先
進
地
視
察
や
外
部
講

師
を
招
い
て
の
研
修
会
、
校
種
や
教
科
の
枠
を

超
え
た
授
業
研
究
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

振
り
返
り
を
教
員
間
で
共
有
し
、
互
い
の
技
術

や
手
法
の
学
び
合
い
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
同
士
、
子
供
と
教
員
等
が
協
働
的

に
学
ぶ
授
業
を
取
り
入
れ
、
確
か
な
学
力
の
育

成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
子
供
の
学
力
等
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
指
導
に
資
す
る
た
め
、
補
助
教
員
の
配

置
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
施
設
一
体
型
の
校
舎
の
特
徴
を
大
い

に
生
か
し
、
小
学
校
と
中
学
校
の
教
員
が
連
携

し
た
指
導
の
も
と
で
、
系
統
的
、
継
続
的
な
学

び
の
場
を
今
後
も
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
子
供
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
取
組
の

一
つ
と
し
て
、
地
域
の
社
会
資
源
を
活
用
し
た

○新
サ
バ
養
殖
試
験
事
業 

本
町
海
域
に
お
い
て
新
た
な
養
殖

種
の
導
入
可
能
性
を
調
査
す
る
た

め
、
試
験
的
な
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
す
。

○新
経
済
活
性
化
商
品
券
事
業 

町
制
施
行
１
０
０
周
年
の
祝
賀
気

運
の
醸
成
と
あ
わ
せ
て
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
的
に
商
品
券
の
配

布
を
行
い
ま
す
。

○継
お
な
が
わ
四
季
の
ま
つ
り
補
助
事
業

本
町
の
四
季
折
々
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
町
の

活
性
化
や
観
光
客
の
呼
び
込
み
を

図
り
ま
す
。

○継
マ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
負
担
金

若
年
層
・
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
㈱
マ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
と
㈱
グ
ロ
ー
ブ
ラ
イ
ド
と
の

共
催
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

教　
育　
局

○新
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
更
新
委
託

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
図

書
を
ウ
ェ
ブ
上
で
検
索
で
き
る
シ

ス
テ
ム
に
更
新
し
ま
す
。
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「
女
川
生
活
実
学
」
の
活
動
を
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
七
年
十
一
月
に
実
施
し
た
女
川
小
・
中

学
校
の
自
主
公
開
に
お
い
て
は
、「
協
働
的
な

学
び
」
に
視
点
を
充
て
た
授
業
づ
く
り
や
、
子

供
た
ち
の
活
躍
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

自
主
公
開
を
一
つ
の
契
機
に
、
小
・
中
学
校

の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
更
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

カ
タ
ー
ル
国
と
の
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
七
年
一
月
に
、
本
町
の
中
学
生
六
名
と
教

育
長
、
教
育
局
職
員
、
学
校
教
員
、
合
わ
せ
て

十
一
名
が
同
国
を
訪
問
し
、
被
災
し
た
本
町
へ

の
多
大
な
る
支
援
へ
の
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
女
川
小
・
中
学
校
の
活
動
の
様
子
を
紹
介

し
、
日
本
文
化
を
通
じ
た
交
流
活
動
等
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
八
年
度
に
お
い
て
第

二
回
目
を
実
施
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
前
回
の

実
施
内
容
を
改
め
て
精
査
し
、
事
業
実
施
に
生

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
関
係
機
関
等

か
ら
の
御
支
援
、
御
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
国

際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
日
本
の
伝

統
、
文
化
の
尊
重
と
国
際
理
解
、
異
文
化
へ
の

関
心
を
高
め
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手
を
配

置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
信
頼
関
係
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
社

会
の
中
で
、
情
報
を
正
し
く
判
断
し
、
活
用
す

る
能
力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
教
育
で
は
、
小
・
中
学
校
の
九

年
間
を
見
通
し
、
子
供
が
「
危
険
予
測
能
力
」、

「
危
険
回
避
能
力
」、「
危
険
対
処
能
力
」
を
身

に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
系

統
性
の
あ
る
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
も

関
係
機
関
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、

子
供
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
な
配
慮
を
要
す
る
子
供
へ
の
教
育
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
子
供
の
特
性
等
に
関
す
る
情

報
交
換
や
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
き
め
細
や
か
で
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
石
巻
市
特

別
支
援
教
育
共
同
実
習
所
の
利
用
を
継
続
し
、

社
会
参
加
と
自
立
の
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

特
別
支
援
教
育
の
理
解
・
啓
発
に
つ
な
が
る
取

組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
登
校
や
心
の
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
供
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
子
供
が
抱
え
る
悩
み
や

相
談
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
各
校
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を
継

続
し
、
家
庭
や
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
い
じ
め
や
不
登
校
等
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、「
女
川
町
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ

ス
」
を
中
心
に
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
通
え
る

居
場
所
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
供
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
で
は
、
子
供
の

健
や
か
な
成
長
の
基
盤
で
あ
る
家
庭
が
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
の
不
安
や
負

担
の
軽
減
に
引
き
続
き
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
入
学
前
の
子
供
の
資
質
や
能
力
を
、
小

学
校
教
育
を
通
じ
て
更
に
伸
ば
し
て
い
け
る
よ

う
、
保
小
の
教
職
員
が
子
供
の
成
長
を
共
有
し

な
が
ら
、
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
と
の
接
続

を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済

的
な
支
援
策
と
し
て
、
令
和
八
年
度
か
ら
小
・

中
学
校
に
お
け
る
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
を

実
施
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
本
町
独
自
の

教
育
支
援
制
度
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
及
び
芸
術
活
動
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、

郷
土
の
教
育
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
郷
土
へ

の
愛
着
を
育
み
、
郷
土
の
歴
史
等
へ
の
関
心
を

高
め
る
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
文
化
協

会
や
文
化
芸
術
支
援
団
体
等
と
連
携
し
、
町
民

音
楽
会
や
芸
術
鑑
賞
会
、
町
民
文
化
祭
な
ど
を

通
し
て
、
文
化
や
芸
術
に
触
れ
、
楽
し
め
る
環

境
づ
く
り
に
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
活
用
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
存
・

保
護
に
努
め
な
が
ら
、
江
島
法
印
神
楽
な
ど
、

無
形
文
化
財
の
普
及
・
伝
承
活
動
団
体
へ
の
支

援
を
継
続
し
、
女
川
小
・
中
学
校
と
連
携
し
て
、

そ
の
伝
承
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
よ
り
親
し
み
や

す
い
図
書
館
を
目
指
し
、
読
書
を
推
進
す
る
た

め
の
様
々
な
企
画
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
利

用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
、
図
書
館
資
料

の
充
実
、
検
索
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
、
読

書
環
境
の
向
上
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
推
進
の
た
め

に
、
各
世
代
に
お
け
る
体
力
づ
く
り
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
町
民
が
身
近
で
、
積
極
的
に
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合
運
動
場

及
び
女
川
ス
タ
ジ
ア
ム
公
園
の
指
定
管
理
者
と

連
携
し
、
今
後
も
よ
り
よ
い
施
設
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
社
会
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

令
和
九
年
度
の
開
設
に
向
け
て
、
引
き
続
き
確

実
な
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○新
女
川
っ
子
学
び・体
験・リ
ー
ダ
ー

　
育
成
包
括
事
業

放
課
後
や
休
日
に
お
け
る
多
様
な

学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
各
種
検
定
受
験
の
支
援
や
多

様
な
体
験
機
会
を
提
供
し
、
次
世

代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
事
業

を
行
い
ま
す
。

○継
高
等
学
校
等
通
学
費
等
補
助
事
業 

高
校
へ
通
学
す
る
家
庭
へ
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の
最
寄

り
駅
定
期
券
相
当
額
を
補
助
し
ま

す
。

○継
修
学
旅
行
費
支
援
補
助
金

女
川
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童

生
徒
の
修
学
旅
行
に
係
る
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

○継
学
習
塾
代
等
支
援
事
業
補
助
金

子
供
の
学
力
向
上
及
び
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
学
習
塾
等
に
係
る

月
謝
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○継
社
会
教
育
施
設
新
築
事
業

町
民
の
社
会
活
動
推
進
の
た
め
女

川
町
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
代

替
施
設
と
し
て
社
会
教
育
施
設
を

旧
第
一
小
学
校
跡
地
に
建
設
し
ま

す
。

○継
町
民
音
楽
会
業
務
委
託

町
制
施
行
１
０
０
周
年
事
業
と
し

て
人
気
ス
タ
ー
を
招
待
し
て
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
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令和８年度　女川町の

一般会計当初予算
令和８年度 一般会計当初予算 内訳

区　分 令和８年度
（当初予算）

令和７年度
（当初予算） 増減額

町 税 63億3,054万円 59億7,727万円 3億5,327万円
国庫支出金 21億1,149万円 22億8,157万円 ▲1億7,008万円
繰 入 金 11億　240万円 1億2,344万円 9億7,896万円
町 債 8億2,420万円 6億1,770万円 2億　650万円
諸 収 入 7億9,635万円 6億5,375万円 1億4,260万円
そ の 他 15億2,122万円 16億5,127万円 ▲1億3,005万円

合　計 126億8,620万円 113億　500万円 13億8,120万円

区　分 令和８年度
（当初予算）

令和７年度
（当初予算） 増減額

総 務 費 30億6,585万円 33億9,846万円 ▲3億3,261万円
教 育 費 23億8,154万円 9億3,217万円 14億4,937万円
民 生 費 18億8,870万円 16億8,070万円 2億　800万円
衛 生 費 17億2,598万円 11億5,698万円 5億6,900万円
土 木 費 13億2,677万円 9億7,406万円 3億5,271万円
そ の 他 22億9,737万円 31億6,263万円 ▲8億6,526万円

合　計 126億8,620万円 113億　500万円 13億8,120万円

◆主な内訳の増減

◆主な内訳の増減

歳入

歳出

国庫支出金
21億1,149万円

町債
8億2,420万円

総務費
30億6,585万円 

民生費
18億8,870万円

土木費
13億2,677万円

衛生費
17億2,598万円

教育費
23億8,154万円

その他
22億9,737万円

町税
63億3,054万円

繰入金
11億240万円

諸収入
7億9,635万円

その他
15億2,122万円

歳入
126億

8,620万円

歳出
126億

8,620万円

　
町
の
予
算
は
、
町
民
み
な
さ
ん
の
税
金
や
国
・

県
の
補
助
金
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
町
の
課
題
に

対
し
て
効
果
的
に
分
配
し
、
有
効
に
活
用
し
て

い
ま
す
。
令
和
８
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算

は
、
１
２
６
億
８
６
２
０
万
円
で
昨
年
度
と
比

較
し
て
13
億
８
１
２
０
万
円
の
増
額（
約
12
％

増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
の
増
額
要
因
と
し
て

は
、
旧
女
川
第
一
小
学
校
跡
地
整
備
と
し
て
実

施
し
て
い
る
、
認
定
こ
ど
も
園
と
社
会
教
育
施

設
の
関
連
事
業
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
す
が
、
工
事
費
が

増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
施
設
完
成
後
の
備
品
購

入
費
等
の
設
備
整
備
費
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
町
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
科
目
で
は
１
０
０

周
年
の
節
目
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
事
業

拡
大
や
新
規
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
予

算
が
追
加
さ
れ
て
い
る
の
も
要
因
の
一
つ

で
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
約
３
億
５
千
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
部
分

を
占
め
て
い
る
の
が
、
固
定
資
産
税
の
償

却
資
産
分
で
あ
り
、
東
北
電
力
施
設
に
関

係
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
建
設
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
計
画
的
に
積
立
し
て
い

た
基
金
か
ら
の
繰
入
金
で
約
９
億
８
千
万

円
の
増
額
や
町
債
で
約
２
億
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計予算約14億円増額

総額126億8,620万円

特別会計
地方卸売市場特別会計 9,593万円
国民健康保険特別会計 7億8,707万円
後期高齢者医療特別会計 1億2,524万円
介護保険特別会計 9億1,837万円
合計 19億2,661万円

公営企業会計
上水道事業会計 10億4,650万円
下水道事業会計 6億3,891万円
合計 16億8,541万円
※予算額＝経常費用－（減価償却費＋資産減耗費＋
　特別損失）＋資本的支出

各グラフ・表の数値は四捨五入しているため、合計と一致しないことがあります。
13



町制施行100周年
記念事業 タイムカプセル開封式を行います

開封式当日は、当時の名簿にて確認させていただきます
ので身分証明になるもの（免許証やマイナンバーカード）
を持参のうえ、ご来場ください。

当時の６年生の皆さんで、開封式のお
手伝いをしていただける方を募集しま
す。（同級生へのお声がけや、開封式当
日のお手伝いをしていただける方）

◆問合せ　教育委員会　教育局　生涯学習係　☎︎54-3131（内線421）　鈴木洋輔　☎︎080-5042-3194（平成８年度６年生）

春は、やわらかな日差しが心を軽やかにしてくれる季節ですが、環境の変化など心が少しそわそ
わする時期でもありますね。そのようなときこそ本の力を！気持ちを整えるきっかけになります。

今月のおすすめ一般書
◆軽自動車を作った男 鈴木修　永井隆／著
◆寝かせ玄米生活　荻野芳隆／著
◆そうです、私が美容バカです　まんきつ／著
◆台所薬局　ブラク弥生／著
今月のおすすめ絵本・児童書
◆コンビニてんちょうネコイチさん　ヤスダユミコ／作
◆ごろんずっしりさつまいも　いわさゆうこ／作
◆鬼滅の刃 無限列車編　吾峠呼世晴／作
◆夏休みルーム　はやみねかおる／作

◆開館時間　月～金：午前10時～午後８時
　　　　　　土日祝：午前10時～午後５時
◆休 館 日　毎月最終水曜日／年末年始

本は10冊まで2週間ＤＶＤは2本まで1週間の貸出し
ができます。初めて本を借りる場合は身分証明（免許
証や保険証）を持参ください。

ロングセラー「ほどなく、お別れです」
続編。それぞれの「お別れ」に涙が
止まらない、心にぽっと明かりを灯し
てくれる感動のお葬式小説、ぜひご
一読ください。

長月天音 著

５月５月のの女川女川つながるつながる図書館図書館情報情報
今月のおすすめ本

実行委員募集
タイムカプセルの中身を引き取りに来てください！

昭和59年・昭和60年生まれの平成９年（平成８年度）
当時女川町内の小学校６年生だった皆さん‼

日時　令和８年８月中旬
場所　女川町総合運動場

決定次第
広報等でお知らせします

｢ほどなく、お別れです
それぞれの灯火｣

令和８年度
「くずし字講座」募集！

申込締切　５月15日（金）電話かメールで申し込みください。

かなや漢字のくずし字で書かれている
文章の読み方を学んでみませんか？
初心者さん大歓迎です。

◆申込み・問合せ　教育委員会　教育局　生涯学習係　☎54-3131（内線424）
　　　　　　　　 　 mail：syougai6@town.onagawa.lg.jp

６月～10月までの第二・第四水曜日（全８回開催）
午後６時～生涯学習センター研修室１
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令和８年度からの変更点
◆申請及び振込回数について
　　申請期間　４月分からの補助を受けたい方は、６月までに申請してください。
　　　　　　　６月以降に申請した場合は、申請のあった月から補助の対象となります。
　　振込回数　半年に１回または年に１回
※詳細は対象者あて通知する書類をご覧ください。
◆問合せ　教育委員会　教育局　学務係　☎54-3133（直通）

　４月１日（水）から９月30日（水）まで、『帰宅・安全放送』を下記のように放送しています。小学校でも、放
送がなったら帰宅する約束となっていますので、子どもたちの安全のためにお声掛けをお願いします。
◆放 送 時 間　午後５時30分ごろ
◆アナウンス　女川小学校放送委員会　６年　木村心海さん（４～６月）、６年　木村聖那さん（７～９月）
◆Ｂ Ｇ Ｍ　「♪夕焼け小焼け」　元女川第六小学校教諭　佐々木淳先生 作成

子どもたちの帰宅時刻について

申請はこちら

始まります
令和８年度
高等学校等通学費等補助金の申請受付が
　高等学校等への通学のための定期券または下宿に要する費用の一部を補助しています。

◆対象期間　令和８年４月～令和９年３月
◆対 象 者　町内に住所を有する、高校生等［高等学校、特別支援学校（高等部）、高等専門学校（第３学年　
　　　　　　まで）］の保護者で、同一世帯全員に町税等の滞納がない方。
◆申請期間　５月11日～5月29日
◆対象経費　通学定期購入費または下宿代（部屋代のみ）※補助金額には上限があります。
◆申請方法　教育委員会窓口または電子申請フォーム
◆申請に必要な書類
　◦高等学校等通学費等補助金申請書◦学生証の写しまたは在学証明書
　◦定期券の写しまたは領収書（下宿の場合は金額の分かる契約書、領収書等）
◆問合せ　教育委員会　教育局　総務係　☎54-3133（直通）

申請はこちら

令和８年度
女川町学習塾等支援事業の交付申請を

　学習塾等を利用した際に要する月謝等の一部を補助する学習塾代等支援事業補助金制度を設けています。
　昨年度申請した方も今年度（令和８年４月～令和９年３月分）の補助を受けるには申請が必要です。
　４月の申請をお忘れの方はお早めに手続きを行ってください。
◆対 象 者　女川町に住所を有する、４歳から18歳までの子どもの保護者
　　　　　　（平成20年４月２日から令和５年４月１日までに生まれた者）
◆申請方法　教育委員会窓口または電子申請フォーム
◆補助金額等

受付けています

補助区分 習い事の例 補助限度額

第１号 教科指導に係る入会金及び月謝（学習塾、家庭教師、通信教育等）
※女川向学館を除きます。

月額
5,000円

第２号 文化・スポーツ教室に係る入会金及び月謝
（プログラミング・スポーツ、習字、そろばん、ピアノ等）

月額
3,000円

※お子さん１人で第１号と第２号の両方で補助を受ける場合は、月額5,000円が限度額となります。

17



女川町職員を募集します
試験区分 職種 職　務　内　容 受　験　資　格

上　級
（大学

卒業程度）

行　政
行政事務に従事しますが、税務、用地交渉、
施設管理等の業務にも従事し、災害発生時
には深夜勤務になることもあります。

平成９年４月２日以降に生まれた者で、
大学卒業程度の学力を有する者

保健師
保健師として、技術的・専門的な業務に従
事しますが、行政事務等の業務にも従事し、
施設勤務及び災害発生時には深夜勤務にな
ることもあります。

平成９年４月２日以降に生まれた者で、
保健師の資格を有する者又は採用予定日
までに取得見込みの者

土　木

道路、橋梁、河川及び公園等の設計並びに
施工管理等の技術的・専門的業務に従事し
ますが、行政事務、用地交渉、施設管理等
の業務にも従事し、災害発生時には深夜勤
務になることもあります。

平成９年４月２日以降に生まれた者で、
土木系学科を卒業した者又は卒業見込み
の者並びに大学卒業程度の能力を有する
と認められる者

中　級
（短期大学
卒業程度）

保育士
保育業務に従事しますが、行政事務にも従事
し、施設勤務及び災害発生時には深夜勤務に
なることもあります。

平成９年４月２日以降に生まれた者で、
保育士資格及び幼稚園教諭免許を有する
者又は採用予定日までに取得見込みの者

採用予定人員
上級：行政３名程度、保健師若干名、
　　　土木３名程度、
中級：保育士４名程度

採用予定日 令和９年４月１日

◆�受付期間　５月１日（金）から６月８日（月）までの期間。
　　　　　　申込受付時間は、平日の午前８時３０分から午後５時15分までです。
◆�試験、申し込みの詳細は総務課窓口か、公式ウェブサイトに掲載する募集要項でご確認ください。
◆問合せ　総務課　総務係　☎54-3131（内線211）

６月１日（月）です令和８年度自動車税
種別割の納期限は宮城県東部県税事務所からのお知らせ

　納税通知書は５月中旬に郵送します。納期限までに忘れず納付しましょう。
　金融機関、コンビニエンスストア、各県税事務所の窓口での納付のほか、インターネットを利用した
クレジットカード納付やペイジー、 スマートフォン決済もご利用になれます。
　口座振替の手続きが既にお済みの方は、６月１日（月）に振り替えられますので、前日までに口座残高
の確認をお願いします。
　納税についてのご相談は随時行っておりますので、ご連絡ください。
◆問合せ　宮城県東部県税事務所（石巻市あゆみ野五丁目７番地）

○課税（税額・減免）に関すること	 ＜課税第一班＞ ☎95-1413
○納税相談に関すること　	 ＜納税第一班＞ ☎95-1520
○納付方法・納税証明書に関すること	 ＜納税第二班＞ ☎98-3410

　子どもも大人も楽しめるスポーツイベントを開催します。
　家族みんなで遊びにきてください！
◆日　時　５月５日（火）こどもの日　午前10時～午後２時
◆会　場　総合体育館
◆参加料　無料
◆内　容　トランポリン、モルックなどのニュースポーツ体験
◆問合せ　教育局　体育振興係　☎54-3133

開 催 の お 知 ら せみんなのスポーツフェスティバル
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Information

５月５月ののお　お　　　らせらせ知
　　

町
民
バ
ス
は
、
月
～
金
曜
日
ま
で

の
ほ
か
、
第
２
・
第
４
土
曜
日
と
そ

の
翌
日
の
日
曜
日
も
運
行
し
て
い
ま

す
。

◆
５
月
の
運
休
日（
運
行
し
な
い
日
）

　

２
日（
土
）、
３
日（
日
）、

　
16
日(

土)

、
17
日(
日) 

、

　
30
日(

土)

、
31
日（
日
）

◆
運
賃　
２
０
０
円

　
石
巻
線
「
石
巻
駅
～
女
川
駅
」
間

で
、
日
中
帯
の
列
車
を
運
休
し
設
備

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。
左
記

の
日
時
に
お
い
て
一
部
列
車
が
運
休

と
な
り
ま
す
。
代
行
バ
ス
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
、
朝
夕

の
列
車
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
運
休
日
】

　
５
月
25
日（
月
）～
５
月
29
日（
金
）

ま
で
の
５
日
間

【
運
休
時
間
・
区
間
】

（
下
り
）

・
石
巻
10
時
36
分
発
→
女
川
11
時
01
分
着

・
石
巻
12
時
37
分
発
→
女
川
13
時
03
分
着

（
上
り
）

・
女
川
11
時
09
分
発
→
石
巻
11
時
35
分
着

・
女
川
13
時
21
分
発
→
石
巻
13
時
47
分
着

　
●
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
＆
サ
ン
・

フ
ァ
ン
パ
ー
ク
30
周
年
記
念

第
33
回
サ
ン
・
フ
ァ
ン
祭
り

 

～
想
い
が
集
う
み
ん
な
の
船
～

　
復
元
船
「
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ

町
民
バ
ス
５
月
の

運
休
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
5
月
の

運
休
日

サ
ン
・
フ
ァ
ン
館

５
月
の
イ
ベ
ン
ト
！

テ
ィ
ス
タ
」
号
の
進
水
日
で
あ
る
５

月
22
日
を
同
船
の
誕
生
日
と
し
て
位

置
づ
け
、
そ
れ
を
記
念
し
た
地
域
住

民
手
作
り
に
よ
る
春
の
大
祭
典
「
サ

ン
・
フ
ァ
ン
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
出
店（
飲

食
・
物
販
な
ど
）を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
当
日
は
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
を
無

料
開
館
。

◆
日
時　
5
月
17
日（
日
）午
前
10
時

～
午
後
４
時

◆
場
所　
サ
ン
・
フ
ァ
ン
パ
ー
ク
／

サ
ン
・
フ
ァ
ン
館

◆
問
合
せ　

宮
城
県
慶
長
使
節
船

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
）

〒
９
８
６

−

２
１
３
５ 

宮
城
県
石
巻

市
渡
波
字
大
森
30

−

２

☎
24

−

２
２
１
０

　
小
・
中
学
生
参
加
無
料
の
子
ど
も

食
堂
で
す
。

◆
日
時　
5
月
23
日（
土
）午
後
2
時

～
午
後
3
時
半
ま
で

◆
場
所　
ま
ち
な
か
交
流
館
調
理
室

◆
内
容　
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
を
作

ろ
う

◆
問
合
せ　
「
お
ら
ほ
の
女
川
食
堂
」

事
務
局（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
ら
女
川
）

☎
98

－

８
０
６
２

●
自
衛
官
候
補
生

◆
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
者

◆
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。

お
ら
ほ
の
女
川
食
堂

自
衛
官
募
集

採
用
情
報

●
一
般
曹
候
補
生（
第
１
回
）

◆
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
者

◆
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）～
５

月
７
日（
木
）

◆
試
験
日　
１
次
試
験　
５
月
16
日

（
土
）～
24
日（
日
）の
う
ち
い
ず
れ
か

の
日
程
を
指
定
さ
れ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に

て
試
験

●
幹
部
候
補
生（
第
２
回
）

◆
応
募
資
格　
「
一
般
・
大
卒
程
度
」  

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方（
20
歳
以

上
22
歳
未
満
の
方
は
大
卒（
見
込
含
）、

修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）は
28

歳
未
満
の
方
）

「
一
般
・
院
卒
者
」
20
歳
以
上
28
歳

未
満
の
方
で
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）

「
歯
科
・
薬
剤
科
」
専
門
の
大
卒（
見

込
含
）で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

◆
受
付
期
間　
４
月
22
日（
水
）～
６

月
５
日（
金
）

◆
試
験
日　
１
次
試
験　
６
月
13
日

（
土
）・
14
日（
日
）

※
14
日
は
海
の
飛
行
要
員
の
み

●
幹
部
候
補
曹（
第
２
回
）

◆
応
募
資
格　
20
歳
以
上
33
歳
未
満

の
方

◆
受
付
期
間　
４
月
22
日（
水
）～
６

月
５
日（
金
）

◆
試
験
日　
１
次
試
験　
６
月
13
日

（
土
）

●
予
備
自
衛
官
補

◆
応
募
資
格　
18
歳
以
上
52
歳
未
満

の
者

◆
受
付
期
間　
５
月
23
日（
土
）～
９

月
10
日（
木
）

◆
試
験
日　
９
月
12
日（
土
）～
10
月

４
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

◆
応
募
資
格　
医
師
・
歯
科
医
師

の
免
許
取
得
者

◆
受
付
期
間　
２
月
１
日（
日
）～
５

月
21
日（
木
）

◆
試
験
日　
６
月
19
日（
金
）

●
キ
ャ
リ
ア
採
用
幹
部

◆
応
募
資
格　
大
卒
以
上
で
、
応
募

資
格
に
定
め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻
学

科
等
を
卒
業
後
、
２
年
以
上
の
業
務

経
験
が
あ
る
方

◆
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）～
５

月
15
日（
金
）

◆
試
験
日　
「
陸
」　
６
月
８
日（
月
）

「
海
」　
６
月
12
日（
金
）ま
た
は
15
日

（
月
）「
空
」　
６
月
15
日（
月
）

◆
問
合
せ　
自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力

本
部　

石
巻
地
域
事
務
所（
東
松
島

市
赤
井
字
鷲
塚
１

－

６
）☎
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

83

－

６
７
８
９

　

参
加
者
相
互
の
親
睦
と
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
第
15
回
女
川
町
復
興
記
念

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

◆
会
場　
第
二
多
目
的
運
動
場

◆
日
時　
5
月
13
日（
水
）

※
雨
天
の
場
合
は
14
日（
木
）競
技
開

始
9
時
20
分
※
受
付
８
時
30
分
、
競

技
終
了
12
時
30
分

◆
競
技
方
法　
個
人
対
抗
戦
と
し
、

１
チ
ー
ム
４
～
５
名
に
編
成
。
８

ホ
ー
ル
×
３
ラ
ウ
ン
ド
＝
24
ホ
ー
ル

の
合
計
打
数
で
競
う
。
ス
コ
ア
カ
ー

ド
は
団
体（
連
名
）カ
ー
ド
を
使
用
。

第
15
回
女
川
町
復
興
記
念
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

◎
表
彰　
１
～
３
位
…
ト
ロ
フ
ィ
ー・

副
賞
、
そ
の
他
…
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

賞
・
参
加
賞

◆
参
加
費　
５
０
０
円

※
用
具
の
な
い
方
は
お
貸
し
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切　
5
月
２
日（
土
）期
日

厳
守

◆
申
込
み
・
問
合
せ　
女
川
町
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

木
村
征
郎
☎
53

－

３
４
２
９

齊
藤
慶
悟
☎
53

－４
５
４
３

　
調
査
期
間
に
水
道
メ
ー
タ
ー
や
止

水
栓
な
ど
か
ら
音
を
聞
き
、
漏
水
の

有
無
を
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
方
法
は
、
女
川
町
が
委
託

し
た
調
査
員
が
私
用
地
内
に
立
ち
入

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
調
査
員
は

身
分
証
、
腕
章
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
、
身
分
証

を
提
示
さ
せ
る
か
、
上
下
水
道
課
へ

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
期
間　
５
月
頃
～
令
和
９
年

３
月
頃
ま
で（
予
定
）

◆
問
合
せ　
上
下
水
道
課 

上
水
道
係

　
☎
54

－３
１
３
１

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻
で
は
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
最
新
の
求
人
情

報
を
は
じ
め
、
就
活
に
役
立
つ
情
報

を
様
々
配
信
し
て
お
り
ま
す
！
ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

水
道
管
漏
水
調
査

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻
か

ら
の
お
知
ら
せ
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　６月５日は「環境の日」です。これは、昭和47年６月５日
からストックホルムで開催された「国連人間環境会議」を記念
して定められたもので、日本では平成３年度から６月を「環境
月間」としています。
　今年度も「町民総ぐるみ」による春のクリーン作戦を実施し
ます。各行政区の皆様のご協力お願いします。

●春のクリーン作戦　６月７日（日）午前６時～８時
※当日雨天等により中止となった場合は、翌週の日曜日（６月14日）に実施します。

６月は環境月間です！

◆問合せ　町民生活課　環境係　☎54-3131（内線164）
秋のクリーン作戦は10月４日(日)に実施予定です。

☆第４回モビリティ研究会の開催結果について
　「みんなで育てる公共交通」をスローガンに、地域住民のみなさんや企業・地
域団体と協力・連携し、将来のまちの姿を見据えた持続可能な公共交通の実現を目指し、検
討する場として、３月19日に第４回モビリティ研究会を開催しました。当日は、一般町民
のほか、交通事業者・福祉・地域振興・教育・観光・まちづくりといった色んな分野の方が
参加して、今年度の話し合いを振り返るとともに、町民バスへのデマンド交通（予約があっ
た場合に運行する方式）導入に向けた運行方法について、意見集約を行いました。

☆検討結果のまとめ
【運行方式】
　◦バス停方式を採用（ドアtoドアが理想だが、デマンド交通導入段階では様子を見る）。
【運賃】
　◦片道300円～500円と意見が割れたため、次回モビ研で最終決定。
　◦距離制は導入せず、町内全域で同一単価とする。
　◦観光客の運賃については、次回モビ研で最終決定。
　◦キャンセル料については設けないこととする。
　◦不乗車時のペナルティについては導入段階では様子を見る。
【運行時間】
　◦始発便　6：30分発、最終便　18：00発とする。
　◦土日祝日の運行については、次回モビ研で最終決定。
　◦始発便の予約締め切りは前日の18：00まで、最終便の予約締め切りは当日の17：30までとする。

☆次回のモビリティ研究会
　次回のモビリティ研究会では、デマンド交通導入に向けた意見を最終決定したいと考えて
います。　
　地域のみなさんとお話合いをしながら、女川町に合った公共交通の実現を目指していきた
いと考えていますので、お気軽に参加ください。
　◆日　時　５月８日（金）　午後６時〜午後７時30分
　◆場　所　女川町生涯学習センター　ホール
　◆問合せ　企画課　企画調整係　☎️54-3131（内線241）

モビリティ研究会からのお知らせ
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1 常時募集

町営住宅の入居者募集について

●申し込みについて
　①申込方法　町民生活課の窓口で、申込書に必要事項を記入していただきます。
　　　　　　　※郵送での受付や宮城県住宅供給公社での受付はできません。
　②受付期間　年間を通じて常時募集します。
　　　　　　　受付は年末年始を除く平日の午前９時～午後４時です。

●申込資格　※申込時点ですでに公営住宅に入居している方は申し込みできません。
　①�町内に就職または定住を希望し、現在住宅に困っている方（持ち家のある方や短期滞在目的の方は不可）
　②世帯所得が基準以下の方　「既存公営・災害公営住宅」…月額所得が259,000円以下の方
　　　　　　　　　　　　　　「特公賃住宅」…月額所得が158,000円以上487,000円以下の方
　③町税等の滞納がない方
　④暴力団員等でない方（同居親族を含む）

●募集住宅
　　募集している住宅の情報については、町民生活課の窓口でご確認ください。

◆問合せ　町民生活課　住宅係　☎54-3131（内線171・172）

2 定期募集

常時募集は、定期募集において一定期間応募がない等の理由による空
き住戸を、申込順（先着順）で入居者を募集するものです。

　次回は令和８年６月の募集です。詳細は６月の広報、公式ウェブサイトでご確認ください。

　新薬（先発医薬品）と効き目や安全性が同じで、
先発医薬品の特許が切れた後に、厚生労働省の
認可のもとに製造・販売されている薬のことで
す。そのため、後発医薬品とも呼ばれています。

　ジェネリック医薬品は、安全性などが既に確
認されている先発医薬品の有効成分を利用する
ため、開発期間や経費を削減することができ、
先発医薬品と比べると安価なのが特徴です。み
なさんにとっても、先発医薬品と同等の薬を使
いながら、薬にかかる自己負担額を減らすこと
ができます。

ジェネリック医薬品についてジェネリック医薬品について
●ジェネリック医薬品とは？

●ジェネリック医薬品のメリット

　ジェネリック医薬品は医師の処方が必要な医薬
品です。処方してもらうときは、かかりつけの医
師や薬剤師に相談しましょう。
　ただし、すべての先発医薬品に対してジェネリッ
ク医薬品が製造販売されているわけではないため、
ジェネリック医薬品への変更を希望しても、変更
できない場合があります。また、ジェネリック医
薬品は先発医薬品と成分や効果などは変わりませ
んが、使用されている添
加物が異なる場合があり
ますので、医師や薬剤師
とよく相談したうえで、
体質に合った薬を選びま
しょう。

●ジェネリック医薬品を使用するには

◆問合せ　町民生活課　国保年金係　☎54-3131（内線151・152）
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●令和７年度分の学生納付特例の承認を受けている方へ
　令和７年度に学生納付特例の承認を受けた方で、令和８年度も在学予定としていた方には、日本年金機構よ
り「国民年金保険料学生納付特例申請書（ハガキ形式）」が郵送されます。
令和８年度も学生納付特例制度を利用したい方は必要事項を記入して、必ず返送してください。
※在学する学校や卒業予定年月などに変更があった場合や、ハガキが届かなかった場合は再度申請が必要となりますので、　学生
　であることを証明する書類をご持参のうえ申請を行ってください。

●学生でない方で免除申請を希望している方へ
　通常の保険料免除申請をすることができます。（本人、配偶者、世帯主の所得が審査されます）
　過去期間で未納があり免除希望の方は早めに申請しましょう。
※令和８年７月分以降の免除申請は令和８年７月から受付開始です。

　さかのぼって申請ができるからといって申請を先延ばしにすると、万一障害や死亡といった不
慮の事態が発生した際に、障害年金や遺族年金を受けられない恐れがあります。免除を希望して
いる場合はすみやかに申請しましょう！
　また、過去の分の申請は、申請が遅れると申請できる期間が短くなります。窓口へ行くのが難
しい場合は郵送でも受付けていますので、まずはお電話でご相談ください。

◆問合せ　町民生活課　国保年金係　 ☎54-3131（内線151・152）
　　　　　石巻年金事務所　☎22-5115

　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。しかし、学生の方は一般的に所得
が少ないため、ご本人の所得が一定（下記「所得のめやす」参照）以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予さ
れる「学生納付特例制度」が設けられています。保険料の納付が困難な学生の方は未納にはせず、この制度を
ご活用ください。

申請できる方
　国民年金保険料の納付が困難な、所得が基準
額以下の学生

申請に必要なもの
・基礎年金番号通知書または年金手帳　　
・学生であることまたは学生等であったことを
　証明する書類（学生証や在学証明書）
※転入されてきた方の場合、前住所地より所得証明書
　等を取り寄せていただくことがあります。

申請できる期間
　保険料の納付期限から２年を経過していない
期間（申請時点から２年１ヵ月前までの期間）

所得のめやす
　128万円＋（扶養親族等の数×38万円）＋社
会保険料控除等
※申請者本人所得のみを審査します
※申請する期間によっていつの所得を審査するのか異
　なります。詳しくは下記にお問い合わせください。

国民年金被保険者の方へ 国民年金被保険者の方へ ～学生納付特例制度のご案内～～学生納付特例制度のご案内～

注
意

●代理人選任届（委任状）の書き方について
　住民票や戸籍を取得する際に、代理人に依頼する場合は代理人選任届（委任状）が必要になります。
　代理人選任届の様式は窓口でも準備していますが、便箋等の用紙にご自身で作成することも可能です。ただ
し、内容に不備があると受付けが出来ないこともありますので、下記を参考にして作成をお願いします。

【注意事項】　
※代理人選任届（委任状）は委任者本人が自

署し、押印してください。
※戸籍の証明を請求する場合は「本籍・筆

頭者」をご確認のうえご請求ください。
※窓口に来る際は代理人の身分証明書を忘

れずに持参してください。

代理人選任届（委任状）
代理人　住　　所　女川町女川一丁目１番地１（※住民票の住所）
　　　　氏　　名　女　川　太　郎　　　　　　　
　　　　生年月日　昭和55年12月31日
上記の者に○○○○の申請受領の権限を委任します。
使用目的は△△△△です。
令和□□年□□月□□日
　　委任者　住　　所　女川町女川一丁目１番地の１（※住民票の住所）
　　　　　　氏　　名　牡　鹿　花　子　　　㊞（※シャチハタ不可）
　　　　　　生年月日　昭和９年１月１日

※�〇の欄には「世帯全員分の住民票の
写し」や「戸籍抄本」など、必要な
証明書の種類を記入。

※�△の欄には「免許の取得」や「勤務
先へ提出」など、目的や提出先を記入。

◆問合せ　町民生活課 住民登録係（内線151〜153）
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　木造住宅の耐震診断・耐震改修工事等に対して助成を行っています。
　ご自宅の安全性を確認するための耐震診断や必要に応じての耐震補強に必要な費用を助成します。

被災宅地等復旧工事補助金制度について

耐震診断助成のお知らせ

　自然災害等により被災した町内の宅地（災害危険区域や土砂災害特別警戒区域など災害防除を目的とする
法令等により建築が制限されている区域を除きます。）の早期復旧のため、復旧工事に係る費用の１/２（上限
100万円、1回限り）を補助する制度です。
◆対象となる工事
　・宅地の地盤沈下（陥没への対応工事を含む。）における工事
　・宅地を構成する工作物（擁壁など）の復旧工事
　・建物の基礎の沈下又は傾斜を修復する工事で特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に関する法律の対象
　　外となる工事
◆対象者　被災宅地等の所有者であり、町税その他町に対する納付金の滞納がない者
◆手続き　次の書類などを準備してください。
　　　　　・復旧工事の内容を明らかにする図面、工事見積書　・被災宅地等の被災状況が確認できるもの
　　　　　・町税等の滞納がないことの証明書
◆問合せ　建設課　庶務係　☎54-3131（内線272・273）

　希望する方からの申込みにより「耐震診断士」を派遣し、耐震診断や耐震改修計画案の作成など、耐震対
策を支援するものです。
◆対象となる住宅

町内にある昭和56年５月31日以前着工の戸建住宅で、木造在来軸組工法または枠組壁工法による木造平
屋建てから３階建までの住宅

◆自己負担額　住宅の延床面積200m²以下…8,400円� ※200m²超は、70m²ごとに自己負担額10,500円が加算

① 木造住宅耐震診断助成事業

　①の耐震診断を実施後に作成された改修計画を基に行う住宅の工事等費用の一部を助成します。
◆補助金額　
　・住宅の耐震改修工事に要する費用の５分の４以内（上限額115万円）
　・�耐震改修工事と併せてリフォームを行う場合は、上乗せ補助金を利用することができる場合があります。（上限額10万円）

② 木造住宅耐震改修工事助成事業

　通学路等に面したブロック塀等の倒壊による事故を防止するため、危険度の高いブロック塀などを取り除
いて、安全を確保する工事費用の一部を助成します。
　また、ブロック塀などを取り除いた場所に生け垣やフェンスなどを設置する設置費用の一部も助成します。
◆補助対象
　次の全てに該当するコンクリートブロック造、石造、れんが造、その他組積造による塀や門柱を取り除く工事。

・通学路等に面したブロック塀等　
・道路からの高さ1メートル（擁壁上の場合は0.6メートル）以上のもの　
・ブロック塀等の調査において、「特に問題なし」判定以外のもの

◆補助金額
・ブロック塀を取り除いた工事費用（取り除いた後にフェンスを設置した場合はその費用を含む）の３分の
　２、または取り除いた危険ブロック塀の総延長に１メートル当たり10万円を乗じた額の３分の２のいず
　れか低い額（上限額30万円）
・要件に該当する場合は、上乗せ補助金を利用することができる場合があります。（上限7万5千円）

◆申込期間
　12月28日（月）まで　※令和９年3月31日（水）までに完了することが確実な住宅等に限ります。
　各事業の詳細は、公式ウェブサイトをご覧いただくか、建設課建築係・庶務係にお問合せください。
◆問合せ　建設課　☎︎54-3131　建築係（内線261）、庶務係（内線272・273）

③ 危険ブロック塀等除却事業

“わが家は地震に大丈夫？”
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健康福祉課からのお知らせ

保健だより
肺がん・結核検診を行います肺がん・結核検診を行います

◆日程・会場

日　程 会　場 受付時間 対象行政区　

５月11日
（月）

女川町勤労青少年センター ９：３０～１０：３０ 上一区／西区
浦宿二区集会所 １３：３０～１４：３０ 浦宿二区／針浜区

５月12日
（火）

女川町勤労青少年センター ９：３０～１０：３０ 上二区／上三区
指ケ浜集会所 １３：３０～１４：００ 御前浜区／指ケ浜区

５月13日
（水）

浦宿一区集会所 ９：３０～１０：３０ 大沢区／浦宿一区／浦宿三区
尾浦集会所 １３：３０～１４：００ 竹浦区／尾浦区
女川町保健センター １７：３０～１８：３０ 全行政区

５月14日
（木）

旭が丘集会所 ９：３０～１１：００ 旭が丘区
宮ケ崎集会所 １３：３０～１４：３０ 宮ケ崎区／石浜区／桐ケ崎区

５月15日
（金）

大原南集会所 ９：３０～１０：３０ 大原南区
運動公園住宅６号棟集会所 １３：３０～１４：３０ 大原北区
女川町保健センター １７：３０～１８：３０ 全行政区

５月16日
（土） 女川町保健センター

９：３０～１０：３０
高白区／横浦区／大石原区／野々
浜区／飯子浜区／塚浜区／小屋取
区／出島区／寺間区／江島区

１３：３０～１４：３０ 女川南区／女川北区／清水区／
小乗区

※ご都合や交通手段に合わせて、他の検診会場での受診も可能です。

◆検診料金・検査内容　� 対象年齢：令和９年３月31日基準

対象年齢 検診料金 検査内容

40歳～64歳
胸部X線検査のみ ５００円 ●胸部X線（レントゲン）検査

●喀痰細胞診検査
　対象者：50歳以上で喫煙指数
　が600以上の方

胸部X線検査＋喀痰細胞診検査 １，０００円

65歳以上
胸部X線検査のみ 無料

胸部X線検査＋喀痰細胞診検査 無料

◆持ち物　◦肺がん・結核検診受診票　◦検診料金

肺がんは、亡くなる方が一番多いがんです。
早期発見のために、年に１回は検診を受診しましょう。

〈肺がん予防のために〉
　肺がんを予防するために、たばこを吸っている人は禁煙し、吸わない人はたばこの煙を避けて生
活しましょう。禁煙を始めてから10年後には、禁煙しなかった場合と比べて肺がんのリスクを約半
分に減らせることが分かっています。� 出典：国立がん研究センターがん情報サービス
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子宮がん、乳がん検診を行います子宮がん、乳がん検診を行います
◆日　程　会場はいずれも女川町保健センターです。

日　程 受付時間 対象行政区　

５月28日
（木）

８：３０～ ９：３０ 上一区／小乗区／高白区／横浦区
大石原区／出島区／寺間区／江島区

９：３０～１０：３０ 浦宿一区／浦宿三区／針浜区／野々浜区
飯子浜区／塚浜区／小屋取区

１３：００～１４：００ 旭が丘区

５月29日
（金）

１４：００～１４：３０ 大原南区

１４：３０～１５：００ 大原北区／清水区／桐ケ崎区／竹浦区／
尾浦区／御前浜区／指ケ浜区

１７：００～１８：３０ 全行政区

５月30日
（土）

８：３０～ ９：３０ 上三区／女川北区／女川南区／石浜区
９：３０～１０：３０ 大沢区／浦宿二区／宮ケ崎区

１３：００～１４：００ 上二区／西区
※ご都合や交通手段に合わせて、他の時間帯での受診も可能です。

◆持ち物　・子宮がん検診受診票　　　　・検診料金
　　　　　・スカートまたはバスタオル　・子宮がん検診無料クーポン券（対象者のみ）

《子宮がん検診》
◆検診料金・検査内容　� 対象年齢：令和９年3月31日基準

対象者（対象年齢） 検診料金 検査内容

20歳～64歳 2,000円 問診
頸部細胞診検査
超音波検査
視診

65歳以上
無料子宮がん検診無料クーポン券封入者

（令和９年４月１日現在年齢で21歳の方）

※医師の指示により、詳細な検診が必要とされた方は、「体部がん検診」を実施することがあ
　ります。（別途検診料金あり）
※HPV検査をご希望の方は、別途料金で受けることができます。

今年度も、子宮がん検診と
乳がん検診を一緒に実施します。

〈がん予防のために〉
　日本人を対象とした研究では、がん全般の予防には禁煙、節度ある飲酒、バランスのよい食事、
身体活動、適正な体形の維持、感染予防が有効であることが分かっています。
　あわせて、乳がん予防のためには、飲酒を控え、閉経後の肥満を避けるために体重を管理し、適
度な運動を行うことがよいと考えられています。

出典：国立がん研究センターがん情報サービス
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《乳がん検診》
◆検診料金・検査内容　� 対象年齢：令和９年3月31日基準

対象者（対象年齢） 検診料金 検査内容
30歳～39歳 ５００円 超音波検査
40歳～64歳

（41歳以上は前年度未受診者） １，０００円 マンモグラフィ２方向

65歳以上（前年度未受診者）
無　料

マンモグラフィ１方向
乳がん検診無料クーポン券封入者

（令和９年４月１日現在年齢で41歳の方） マンモグラフィ２方向

◆問合せ　健康福祉課　健康対策係　☎54-3131（内線135）

子宮がん、乳がん検診では託児を行います
　お子様連れでも安心して検診ができるように、小学校入学前のお子さんを対象
として、子育て支援センターで託児を行います。予約制のため、ご希望の方は、
５月25日（月）までに健康福祉課健康対策係までご連絡をお願いします。

マイスペースここてらす女川
　４月号広報で令和８年度の年間スケジュールをお知らせしましたが、下記のとおり年間ス
ケジュールが一部変更となりました。

ひきこもり居場所支援事業

変更後の
年間スケジュール

の年間スケジュール
一部変更について

◆日程変更　５月12日（火）→５月19日（火）
　　　　　　７月14日（火）→７月21日（火）
　　　　　　10月20日（火）→10月13日（火）
◆場所変更　８月18日（火）→女川町生涯学習センター研修室２
　　　　　　10月13日（火）→女川町生涯学習センター研修室２
上記の変更点以外は４月号広報に掲載したスケジュールのとおり開催いたします。
◆問合せ　健康福祉課　福祉係　☎54-3131（内線122）

令和８年 令和９年
５月 19日（火） 　９月 15日（火） １月 19日（火）
６月 16日（火） 10月 13日（火） ２月 16日（火）
７月 21日（火） 11月 17日（火） ３月 16日（火）
８月 18日（火） 12月 15日（火）

◆持ち物　・乳がん検診受診票　・検診料金　・バスタオルまたは羽織れる衣類
　　　　　・乳がん検診無料クーポン券（対象者のみ）

◆問合せ　町民生活課　住民登録係　☎54-3131（内線153）　無料人権相談 一日行政相談
◆日　　時…６月１日（月）
　　　　　　午前10時～午後３時
◆会　　場…女川町役場１階会議室
◆内　　容…人権侵害に関すること
　　　　　　（いじめ、虐待、ＤＶなど）
◆相 談 員…女川町人権擁護委員
◆問 合 せ…町民生活課　生活支援係
　　　　　　☎54-3131（内線165）

◆日　　時…６月１日（月）
　　　　　　午前10時～午後３時
◆会　　場…女川町役場１階会議室
◆内　　容…�国や公共団体などの仕事

や行政に関すること
◆相 談 員…行政相談委員
◆問 合 せ…総務課　秘書広報係
　　　　　　☎54-3131（内線213）
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◆開館日　月～金曜日
　　　　　午前９時～午後５時
◆休館日　土・日・祝祭日
　　　　　および年末年始
◆利用料　無料
◆持ち物　水分補給用の飲み物
　　　　　ハンカチ
　　　　　　※行事ごとに追加の持ち物が
　　　　　　　ある場合があります

≪５月の土曜開館≫
◆日　時　５月９日（土）
　　　　　午前９時〜午後４時30分
　　　　　（お片付け）
◆内　容　自由遊び

センター
役場１階　☎24-9341

育子子　　 て支援て支援

５月の
行事予定

●子育てママのための体メンテナンス
◆日　時　５月19日（火）　午前10時30分～
◆内　容　日頃の疲れをとり、リフレッシュします。
◆講　師　女川町地域医療センター　理学療法士
※申込期間　５月12日（火）まで

●みんなでお野菜作りをしよう
◆日　時　5月28日（木）　午前10時30分～
◆内　容　夏野菜の苗植えや種まきをします。
※申込期間　５月22日（金）まで

※各イベントの予約、問合せは子育て支援センターまで。

8020
　保健衛生思想の向上を目指し、健やかに食する
歯科保健の大切さを広く県民に啓発するとともに、
80歳で自分の歯を20本以上保とうという8020

（ハチマルニイマル）運動推進の一環として本コン
クールが実施されます。

  対　　象
　令和８年６月４日現在満85歳以上で現在歯が
20本以上（治療完了）で健康状態が良好、および
定期的（年２回以上）に歯科健診を受けている方。
ただし、令和７年度に本コンクールにて受賞され
た方は応募いただけません。

  応募方法および診査の流れ
①応募希望者はハガキで宮城県歯科医師会へ応　
募する（応募締切5/22）
　〒980-0803
　宮城県仙台市青葉区国分町一丁目5番1号
②応募者へ審査票の送付（6月中旬）
③歯科医療機関にて口腔検査を受ける
④審査票を宮城県歯科医師会へ送付【応募完了】
　（送付締切7/24）

　家庭の中で歯の健康管理を通じた健やかな生活
づくりを推進し、「全身の健康は、歯の健康管理か
ら」という予防意識を広く啓発することを目的に
宮城県歯科医師会が開催するものです。

  対　　象
　令和８年４月１日時点で満３歳から満５歳にな
る未就学児１名とその親１名

  応募基準
・歯及び口腔が健康であること
・年１回以上歯科医院で歯科健診、歯科保健指導
　及び予防処置を親と子が受けており、それを２
　年間以上継続していること

  応募方法
①応募希望者は県ホームページから応募する
　（応募締切5/22）
②応募者へ審査票の送付（６月中旬）
③指定医療機関にて口腔検査を受ける
④審査票をコンクール事務局へ送付【応募完了】　
　（送付締切7/24）

85歳以上のための
8020よい歯のコンクール

令和８年度
「親と子のよい歯のコンクール」
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　危険な暑さから避難できる冷房施設等が整った下記の施設を「クーリン
グシェルター（指定暑熱避難施設）」として指定しています。
　危険な暑さが見込まれるときは、熱中症予防のため室内をエアコン等で
涼しい環境にして過ごすことが必要ですが、外出中に危険な暑さに見舞わ
れた場合や自宅に冷房設備がない場合等は、十分に水分補給をするととも
に、クーリングシェルター等を活用しましょう。

　健康、負債、仕事、人間関係、引きこもりなど、あなたが抱える心配ごとや不安なことを専門の支
援員が一緒に考え、解決・改善へのお手伝いをします。相談者の要望・状況により出張相談や支援な
ども行います。

▶相談受付時間は　午後１時～午後３時（面談対応は午後４時まで）
　〇電話相談　月～金曜日　午前９時30分～午後４時

◆問合せ　宮城県自立相談支援センター　東部・気仙沼事務所　☎25-7607／FAX95-8820

◆問合せ　健康福祉課　健康対策係　☎54-3131（内線135）

クーリングシェルターのお知らせクーリングシェルターのお知らせ

施設名称 所在地 開放スペース 開放可能日等 受入人数

女川町庁舎 女川一丁目１
番地１

１階エントランス、
図書室ラウンジ

月曜日～日曜日
午前８時30分～午後８時
※土日祝日は午前９時～午後８時

30人

道 の 駅 お な が わ
（シーパルピア女
川Ａ棟）

女川二丁目60
番地 共用部廊下 月曜日～日曜日

午前９時～午後５時 20人

道 の 駅 お な が わ
（地元市場ハマテ
ラス）

女川二丁目66
番地

ハマテラス共用
部飲食スペース

月曜日～日曜日
午前８時～午後４時30分 50人

女川町まちなか交
流館

女川二丁目65
番地２ ロビー

月曜日～日曜日（休館日を除く）
午前９時～午後９時
※休館日：第２・第４火曜日
　（祝日の場合は翌日）

50人

女川町たびの情報
館ぷらっと

女川二丁目16
番地5 観光案内所 月曜日～日曜日

午前９時～午後５時 20人

女川温泉ゆぽっぽ 女川二丁目３
番地２ １階ギャラリー

月曜日～日曜日（休館日を除く）
午前９時～午後９時
※休館日：第３水曜日（祝日の場合は翌日）

10人

・施設の開館日であっても、イベント開催時などに利用できない日時もありますのでご了承ください。
・飲料は各自でご持参ください。
・指定施設の温度調節はできません。利用にあたっては各施設の指示に従いましょう。

〇女川町まちなか交流館　　　５月20日（水）
〇女川町勤労青少年センター　５月13日、27日（水）

巡回相談
スケジュール

生活福祉巡回相談

設置期間　４月22日（水）〜10月28日（水）
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行政区 実施日 担　当
大沢 11日(月) 健　生
上１ 11日(月) 健　生

浦宿１ 12日(火) 健　生
浦宿２ 13日(水) 健　生
上２ 14日(木) 健　生
針浜 18日(月) 健　生
清水 21日(木) ぱんぷきん

こ
の
ま
ち
で
元
気
に
暮
ら
す

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

行政区 実施日 担　当
大原北  7日(木) ぱんぷきん
石浜 11日(月) 健　生

浦宿３ 13日(水) 健　生
宮ケ崎 18日(月) 健　生

午前の部（９時30分〜11時30分）

午後の部（１時30分〜３時30分）

5月のいきいきサロン ※マスクの着用を
　お願いします。

　一人暮らしの方も住み慣れた地域で安心して暮らし続け
られるよう、もしもの時に備えた「緊急通報システム事業」
があるのをご存知ですか？

今月の
テーマ

住み慣れた地域で暮らし続けるために その   2

行　政　区 実施日
指ケ浜 27日（水）

午前9時30分～

出島・寺間合同 28日（木）
午後1時～

半島部いきいきサロン　担当 ぱんぷきん

※北浦・寺間地区は、送迎がありますので、
他地区会場への参加もできます。

※石浜…ミニ体力測定あり

※針浜…ミニ体力測定あり

Information インフォメーション 　高齢者のための総合相談窓口です。住
み慣れた地域での暮らしを継続できるよ
う、社会福祉士、主任ケアマネジャー、保
健師の資格をもつ職員が、介護、介護予防、
権利擁護、介護認定、認知症、その他ご
心配なことなど、ご相談に応じます。

女川町地域包括支援センター
☎53-2272

（地域福祉センター1階、
地域医療センター向かい）

女川町社会福祉協議
会ホームページから
お入りください。

【対象者】
・６５歳以上の一人暮らしの方
・身体障害者で一人暮らしの方
・その他町長が認める世帯（高齢者二人暮らし等）
※機械のタイプは異なりますが、固定電話または携帯電話に設置するこ 
　とができます。

【内　容】
・体調不良時に設置した機器の緊急ボタンを押すと警備会社から

本人または本人からの応答がない場合には事前登録した協力員
（近くの家族や知人、近隣の方等）に連絡がいく仕組みで、緊急
事態の迅速な対応につながります。

・部屋に取り付けた赤外線センサーが２４時間反応しない場合にも、
協力員に連絡が入ります。

【利用料】
毎月最大で３００円程度

（通報の有無や固定電話設置型と携帯
 電話設置型で利用料金が異なります。）

ひとり暮らし高齢者等緊急通報システム

ご相談や申請は役場健康
福祉課長寿介護係または
包括支援センターまでお
気軽にどうぞ。

もの忘れよろず相談所

ほっとカフェにお立ち寄りください！
日　時　5月20日(水)　午後１時30分～3時30分
場　所　Garden　shoji（ガーデン　ショウジ）
参加費　100円＋お茶菓子代は個人負担
内　容　楽しく脳トレ、交流　など
※初めて参加する方は事前にご連絡ください。

日　時　5月22日(金)　午後1時30分～3時（午後1時受付開始）
場　所　まちなか交流館　ホール
対象者　町内在住の40歳以上の方で、健康づくりや介護予防に関心があり、
　　　　高齢者をサポートしながら、自分自身も活動に参加してみたい方
講　師　健生株式会社　健康運動指導士
　　　　社会福祉協議会生活支援コーディネータ―・地域包括支援センター職員
申込み　5月18日(月)まで。先着30名。
持参物　タオル、水分（動きやすい服装・靴でお越しください）

令和８年度   介護予防サポーター育成研修「ぴんぴん元気推進塾」受講生募集
～地域活動をますます楽しく～（３回講座）

お越しの際はマお越しの際はマ
スクの着用をおスクの着用をお
願いします。願いします。
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女川町地域医療センターからのお知らせ

食事と水分補給

暑さに負けず元気に
過ごしましょう！

■総合診療外来　
◦�小児科医師による診療は水曜日のみ、

【予防接種・検査】11時まで【午後】４時以降および水曜日以外は内科医師の診療になります。
乳児健診の方は水曜日にお越しください。
※診察日は都合により変更する場合もありますので、事前にお問い合わせください。

５月の　　　　
外来診療科・診療日

診療受付時間
　午前８時30分～午前11時30分
　午後１時30分～午後４時30分
※眼科は午後４時まで
　予防接種、乳児健診は午前11時・午後４時まで
○電話による相談は24時間対応します

診
療
科

総合診療 小児科 心療
内科 眼科 整形

外科 皮膚科

午前 午後 午前 午後 午後
完全予約制 午後 午前 午前

月 ● ● ● ● − − − −

火 ● ● ● ● ● − − −

水 ● ● ● ● − − − −

木 ● ● ● ● − ※● ● −

金 ● ● ● ● − − − ●

土  ９日
23日 −  ９日

23日 − − − − −

女川町地域医療センター（輝望の丘）　☎53-5511

５月の巡回診療
江島集会所 20日（水）

予約制です。
外来受付までご連絡ください。

女川町地域医療センターは町の施設で、管理運営は指定管理者が行っています。

受付時間は【午前】11時30分まで【午後】4時までです。

イブニング外来について
日時　５月15日（金）
受付　午後4時30分

～午後6時30分
予防接種の受付は午後6時まで

【食事のポイント】 【水分補給のポイント】

・たんぱく質をしっかり摂る
・ビタミン豊富な野菜・果物
・さっぱりした味付け
　（酢や柑橘を利用した酸味）

・こまめな水分補給
・水・お茶が基本（スポーツ飲料
　やジュースの糖分に注意！）
・水分の多いおかずをしっかり
　食べる。

今から始める
夏バテ予防

しっかり食べて、
こまめに水分補給！

毎日３食バランスよくしっかり食べる。
朝食の具沢山味噌汁は、水分・塩分・
ミネラル補給におすすめ！

注）水分制限のある方は、
主治医に相談してください。
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＊＊困ったときは、町の消費生活相談員にご相談ください＊＊
◆問合せ　産業振興課　消費生活相談員デスク　☎54-3131（内線682）

＊消費生活相談員からひとこと＊
　すっかり春らしくなり、木々の緑が少しずつ増えてくる時期ですね  待ちに待った連休もありますが、お出
かけの際やお家での時間も、事故やケガには十分気をつけて、どうぞ安全で穏やかな休日をお過ごしください。

消費生活情報館

●携帯電話機の特殊詐欺対策アプリを活用しましょう

※各種検索ツールで「警察庁　推奨アプリ」と入力すると、前記アプリが表示されます。
　特殊詐欺対策アプリの詳細について知りたい方は、石巻警察署か女川交番に相談してください。

　お出かけ先での自動車トラブル、バッテリー上がりや脱輪、パンクなど、急なトラブル
で焦ってスマホで「ロードサービス」を検索することはありませんか？
　検索結果に出てきた業者に「格安」「最短〇〇分」などと表示され、信じて依頼したと
ころ、作業後に数十万円もの高額な費用を請求されるトラブルが全国で急増しています。

件　数 被害金額
令和８年２月末時点 ０件 ０ 万 円

前年同期比 −１件 － ３ ９ ５ 万 円

令和８年　石巻警察署管内特殊詐欺被害状況
◆問合せ　石巻警察署　生活安全課生活安全係　☎95-4141　　女川交番　☎54-3064

これらのアプリをダウンロードすることで、
○詐欺の疑いのある番号からの着信があった際　
　の、自動遮断または警告表示
○国際電話からの着信があった際の、
　自動遮断または警告表示
○特殊詐欺に関する最新情報の通知
　以上のサービスを受けることができ
ますので、ぜひご活用ください。

警察庁推奨アプリのご紹介
　特殊詐欺などの不審電話は、自宅の固定電
話だけでなく、携帯電話機にもかかってきま
す。今回は警察庁が推奨する２つのスマート
フォン用アプリ（無料）を紹介します。

　○詐欺対策　ｂｙ　ＮＴＴタウンページ
　○詐欺バスター　Ｌｉｔｅ

＊被害にあわないためのアドバイス＊
○自動車保険ではロードサービスが付帯していることが多くあります。自動車が故障したら、ネット

で検索する前に、まずは契約している損害保険会社や保険代理店などに問い合わせましょう。
○インターネット検索結果で上位に出たからといって安易に信用しないようにしましょう。
　必ずしもサイトの表示や説明通りの料金で依頼できるとは限りません。状況によってどの程度料

金がかかるのかなど、契約内容や料金を事前に必ず確認しましょう。
○事前の説明と異なり、作業後の請求が高額になっていた、修理できていなかったなど、料金や作

業内容に納得できない場合は、後日納得した金額で支払う意思があることを示しつつ、その場で
の支払いはきっぱり断りましょう。

その高額請求に注意ネットで検索した
ロードサービス
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〇×クイズの答えは…〇です！
　放射線から身を守るための基本は「距離」「時間」「遮へい(さえぎる)」の３つです。
放射性物質から「距離」をとり、放射線を受ける「時間」を短くすることが大事です。さらに放射線は、遮へい物(コ
ンクリートや鉛など)があると、さえぎることができるため建物の中に入ること(屋内退避)で放射線を「遮へい」す
ることが有効です。

◆問合せ　企画課　原子力対策係　☎54-3131（内線252）

測定結果は、放射線・放射能に関するポータルサイト「みやぎ原子力情報ステーション」
でも公開しています。お知らせ
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空
間
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率
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定
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果

※�役場庁舎前で、年間追加被ばく線量１ミリシー
ベルトに相当する空間放射線量率１時間あたり
0.23マイクロシーベルトを下回っていました。

◎測定結果
　（単位:マイクロシーベルト/時）

測　定　日 測 定 値
3月27日（1.0m） 0.04
４月８日（1.0m） 0.04

　女川町では、女川魚市場に水揚げされた水
産物について、宮城県の簡易測定器と東北大
学から提供された連続個別非破壊放射能シ
ステム等を使用し、放射能を測定しています。
令和８年３月２日から３月31日までの測定結果
は、以下のとおり。
◆�検体数・測定結果
　19種類59検体、すべてにおいて、不検出
でした。� （検体全て測定下限値以下・不検出）

◆測定機器
　○EMFジャパン㈱
　　　ガンマ線スペクトロメータ（EMF211型）
　○東北大学
　　　連続個別非破壊放射能ｼｽﾃﾑA01型
　　　非破壊式食品放射能測定装置

水産物の
放射能測定結果

学ぼう！放射線 　　　　クイズ
問題！放射線から身を守るためには放射性物質から距離をとることが大事である〇か×か ※正解はページの下にあります

〇×
放射線に関する正しい知識を身に付けよう！ 外部被ばくと内部被ばく

Ｑ． 「外部被ばく」と「内部被ばく」という言葉を聞くけど、いったい何が違うの？　　　
Ａ． 「外部被ばく」とは体の外にある放射性物質から放出される放射線を受けることです。
たとえば、宇宙や大地からの自然放射線を
受けたり、エックス線撮影などの人工放
射線を受けることが外部被ばくになります。
一方で、「内部被ばく」とは、体の中にあ
る放射性物質から放出される放射線を受け
ることです。私たちが普段食べたり飲んだ
りしている食べ物や飲み物、空気には放射
性物質が含まれているので、これらが体の
中に入ると内部被ばくがおこります。
　体への放射線による影響はシーベルトで
表されます。シーベルトが同じ数値であれ
ば、外部被ばくでも内部被ばくでも体への
影響は同じです。 出典：「原子力・エネルギー図面集」

呼吸から

宇宙から

大地から

食物から

自
然
放
射
線
か
ら
受
け
る
線
量

一
人
あ
た
り
の
年
間
放
射
線
量（
世
界
平
均
）
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■リーグ開幕戦の結果をご報告します！
　【第1節】4月5日（日）＠弘前市運動公園球技場
　コバルトーレ女川 6 ー 0 ボゴーレ.D.津軽FC
　攻守にわたり圧倒的な内容を見せ、開幕戦を６-０の快勝で飾る最高のスタートとなりま
　した！

試合前の集合写真

どんな体制でもゴールを狙い続けた新加入の石塚選手(背番号9）

得点を決めて、仲間
と喜ぶ細井選手

(背番号8)

試合前の円陣で、
気持ちをひとつにしました

(株)コバルトーレ　☎ 54-3251　HP     https://cobaltore.com/
今シーズンも温かいご声援をよろしくお願いいたします！

コバルトーレ女川だより 新シーズンがスタートしました
Vol.76

　女川町の春も本格的になり、町の景色が少しずつ明るく感じられる季節となりました。
　新年度を迎え、進学や就職など、新しい生活が始まった方も多いのではないでしょうか。
　コバルトーレ女川も４月５日（日）に2026シーズンのリーグ戦が開幕し、今年も新たな挑戦が始まり
ました！
　今シーズンも地域の皆さんに元気と感動を届けられるよう、チーム一丸となって日々のトレーニング
に励み、ひたむきに戦っていきます。普段サッカーを見ない方も、ぜひこの機会にコバルトーレ女川の
試合や活動に触れていただけたら嬉しいです！
　今月号では、開幕戦の試合結果を写真とともにご紹介します。試合の様子やチームの雰囲気を感じて
いただきながら、今後の戦いにもぜひご期待ください！⚽
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1インタビューを終えて（女川小中学校）　2絵本を読む心奈さん　3絵本の表紙

1

1

2

2

3

女川中先生紹介❻　日野　優
ゆう
香
か
　先生（事務担当）

【女川町の魅力発信　その㉖】

【『女川小中ストーリーズ』私たちが作る今　その⑦】

「かべのないきぼうの街−思いを感じ、家族みんなで読んで欲しい。」

女川中３年　阿
あ

部
べ

 心
ここ

奈
な

“女川小中学校子ども写真家探検隊”では、子どもから見た「女川町の魅力」を写真とともに発信しています。今
回は、東京都生まれ、震災後創業本気プログラムに参加したことをきっかけに女川に移住。10年間、アスヘノ
キボウのメンバーの一人として持続可能な地域をつくるために活動人口を増やす仕
事をし、最近『かべのないまち希望の物語』という絵本を出版した後

ご

藤
とう

大
た い

輝
き

さんに
インタビューしました。
　後藤さんは、いたずらっ子で小４からバスケットを始め、中学時代は「当たり前のこと
を続けると特別になる」という部訓を信じて部活に夢中。理科の実験や美術の彫刻が好き
で将来は農家になりたかったそうだ。私も理数系科目や体育が好きなので親しみが持てた。
　女川は、エネルギーのある町で、津波があっても海と共に生きることにしたことに感動
し、「女川の子どもたちに、復興にかけた当時の人々の思いとそのあゆみを伝えたい。」と
絵本を作ったそうだ。絵本を読むと、被災した町の様子が頭に浮かび、人と人とが手を取
り合うことがすごいなあと思った。後藤さんが、女川への愛や広めていきたい内容、活動
をいろんな形で伝えて、計画・挑戦していることに驚いた。
　女川の好きなところは、どこでも海が見えること。日の出はもちろんのこと、万石浦に
沈む夕日が最高。町で新たに挑戦する人たちを応援したいと力強く語ってくれた。私は、
通学時に先生方や見守り隊の人が優しく声をかけてくれるこの町と家から見える夏浜の海、
山々の自然、初日の出が見られるハマテラスの道が大好きだ。お祭りやイベントに多くの
観光客が来て欲しいし、私もゴミ拾いをしたりして街をきれいにしていきたい。
　取材前は、少し緊張したけれど、私の話も聞いてくれ、優しく話してくれた。後藤さん
の筋トレや、私の好きな焼肉や牛タンの話、推し活のことで笑ったりして楽しかった。絵
本を作った人と話せて嬉しかったし、絵本は基本PCを使いデータを作る。絵本が出来る
のを目にするのは最後の方ということも初めて知った。
　この絵本をたくさんの人に読んで欲しいと思った。

　女川小中獅子振り隊は、この春、退職、転任された先生方に、これまでのありが
とうと激励をこめて、「感謝の舞」を披露しました。
　女川中２年の佐藤弥里さんは「お世話になった先生方に心を込めた最後の獅子振
りを見てもらえてうれしかった。涙を流してくれた先生もいて、やったかいがあっ
た。これからは、小学校低学年の仲間を増やして頑張りたい。」と抱負を述べ、頭
をかんでもらった高清水英俊先生（現松島自然の家）は、「見事な太鼓と激しい獅子
振りで盛大に見送ってもらい勇気をいただいた。女川小中の皆さん、自分の大きな
夢に向かってまい進してください。」と感想を語ってくれました。

　日野先生は、登米市中田町出身。中学校時代はソフトテニス部で活躍。今は、事務の先生として、みんなのお世話を
してくれている。赴任した時、校舎は見たことがないくらいきれいで、生徒は、人懐っこくて、先生と生徒の距離が近
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いと感じたそうだ。今年は、「生徒会行事に参加したりしてみんなとも触れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合いたい」と意欲的だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣味は、ゲームやキーホルダー作り。好きな料理はカレー作り。私たちには、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「部活動に真剣に取り組むと得られるものも大きい」と期待を語ってくれた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日野先生は、常に笑顔で、丁寧に答えてくれた。穏やかで優しい感じの先生だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これから、いろんな活動にどんどん関わってもらい、私たちと一緒に女川中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校を盛り上げてほしい。
� ［生徒会副会長　２年　齊藤　雄士］

1熊谷雅幸校長先生と
2高清水英俊先生と女川中武道場にて
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広報　おながわ　５月号
編集
発行

〒986‐2265　宮城県牡鹿郡女川町女川一丁目１番地１
女川町役場総務課秘書広報係　☎０２２５-５４-３１３１　内線213

女川町公式ウェブサイト　HP  https://www.town.onagawa.miyagi.jp/

　今月号の表紙は、奥清水にある「ミツマタ」という花をお届けし
ました。3月から4月にかけて黄色の花を咲かせます。手入れをしな
くても自然に広がっていくようで、撮影に行った時は少し花の色が
落ちていましたが、奥清水の道路脇にはすごい数のミツマタが広が
っていました。3月下旬から4月上旬に見に行くのがベストかもしれ
ません。皆さんもぜひ、奥清水に見に行ってみてください。

（小松）

　町制施行100周年にあたり、広報おながわではこれまでの女川町の歴史を写真とともに振り返る思い出
記念館を掲載します。記念すべき1回目は「町民大運動会仮装行列」の様子をお届けします。
　昭和26年頃の女川町は、日本水産株式会社を誘致し、捕鯨事業場としての賑わいや鰹船、船舶の水揚げ
などで活気づいていました。娯楽の少なかった当時は、地区の集まりなどがあれば演芸大会、唄や踊り、
仮装大会がよく開かれていました。

　広報おながわと女川町公式ウェブサイトに掲
載された広告は、審査の上掲載していますが、
掲載した内容について町が責任を負ったり、保
証するものではありません。
　事業や広告の内容につきましては各広告主に
お問い合わせください。

編 集 後 記

女川町の人口 令和８年
３月末日現在

総　数 5,658人 （ー41人）
男　性 2,767人 （ー13人）
女　性 2,891人 （ー28人）
世帯数 3,035世帯 （ー15世帯）

（
　 

）内
は
前
月
比

広告について

町制
施行 100周年記念
思い出記念館

◆
桜
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
綺
麗
で
し
た

◆仮装行列「女川第一区」◆第2回女川町民大運動会仮装行列「鷲神上第一区」
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